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はじめに

Catalyst Browseは、最新のSonyカムコーダおよびデッキの強力なクリップ管理ツールです。

n ［メディアブラウザ］ペインでは、コンピュータに接続されているドライブやデバイス上のメディアファイ

ルを参照することができます。

n ［ビデオ］ペインでは、メディアファイルをプレビューできます。

n ［インスペクタ］ペインでは、メディアファイルに保存されたメタデータを表示できます。

n ［色の調整］ワークスペースでは、クリップの色情報を調整できます。

n
クリップリストでは、XD ルート フォルダ のXDCAM メディア、XD ルート フォルダ の

XAVC メディア、およびAxSフォルダ のRAW メディアを操作する際にクリップを作成できま

す。

Catalyst Browseは、Sony製カメラおよびデバイスのクリップをサポートするよう設計されてい

ます。広範なデバイスサポートが必要な場合は、Catalyst Prepareをご検討ください。

さらに強力な機能Catalyst Prepareを使用して、ブラウジングや表示だけでなく、フル機能の

メディア準備とロギングツールを利用できます。

Catalyst BrowseとCatalyst Prepareの機能を比較します。

バージョンの新機能2022.1

n Cine EIワークフローがサポートされました。

o ［色の調整］ワークスペースに［EI モード］を制御するUIが追加され、露光指数をメタ

データに基づいて自動適用、または手動で適用することが可能になりました。

o
ファイルにLUT メタデータが埋め込まれている場合、［メディアブラウザ］ペインに バッ

ジが表示され、［インスペクタ］ペインの［ファイル］タブにLUTが表示されるようになりまし

た。

o ［色の調整］ワークスペースに［LUT モード］を制御するUIが追加され、LUTをメタデータ

に基づいて自動適用、または手動で適用することが可能になりました。

n レンズブリージング補正のサポートが追加されました。
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n ［クリップ設定］の［マスキング率］ドロップダウンリストで選択できる対応アスペクト比の種類が増

えました。Sony製カメラのアスペクト マーカーがサポートされており、クリップを回転しても維持さ

れます。

n PDFまたはCSV形式のクリップカタログ作成がサポートされました( Catalyst Browseではクリップ

数が3個までの制限があります)。

n 8K XAVC HS Long 422クリップのプレビュー表示がサポートされました。

n XAVC S( LPCM 48kHz、24ビット、4チャンネルオーディオ)形式へのトランスコードがサポートさ

れました。

［Catalyst Browse］ウィンドウ

［Catalyst Browse］ウィンドウで以下のモードを選択できます。

n ［メディアブラウザ］モードでは、メディアブラウザを使用してコンピュータでのメディアファイルの参

照、クリップリストの操作、ファイルのトランスコードを行うことができます。

n ［表示］モードでは、メディアのプレビュー、マークインポイントおよびマークアウト ポイントのログ記

録、および色の調整を行うことができます。

［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンまたは［表示］ボタンをクリックしま

す。

［メディアブラウザ］モード
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［表示］モード

機能の比較

Catalyst Prepareを使用して、ブラウジングや表示だけでなく、フル機能のメディア準備とロギングツール

を利用できます。

機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

形式

XDCAM形式 ✓ ✓

XAVC Intra ✓ ✓

XAVC Long GOP ✓ ✓

XAVC Long 422, 3840x2160,

200Mbpsエクスポート

✓

XAVC S Intraおよび Long 422 10

ビット エクスポート (MP4)

✓

XAVC Intraおよび Long 422 10ビッ

ト エクスポート (MXF)

✓

XAVC S ✓ ✓

X-OCN ✓ ✓
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機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

Sony RAW ✓ ✓

SStP ✓ ✓

XAVC HS(読み込みのみ) ✓ ✓

DPXのエクスポート ✓ ✓

DPX読み込み ✓

OpenEXRエクスポート ✓ ✓

OpenEXR読み込み ✓

DNxHD ✓

ProRes

( Windows上では読み込みのみ、

macOS上では読み込みとエクスポー

ト

✓ ✓

H.264 ✓ ✓

WAV(エクスポートのみ) ✓

MP3(エクスポートのみ) ✓

整理

クリップリストの表示および編集 ✓ ✓

ストーリーボード作成 ✓

サブクリップ作成 ✓

ライブラリを使用してクリップを整理 ✓

メディアビン ✓

クリップカタログの作成 ✓
(クリップ数は最大 3

個 )

✓

チェックサム検証を使用してクリップを

コピー

✓

マークインとマークアウト間のコピー ✓
( MXF/EX)

✓
(あらゆるファイル) *

プレフィックス、番号、およびサフィック

スを使用した名前の一括変更

✓
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機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

マルチチャンネルオーディオファイルの

オーディオチャンネルを管理

✓

ドラッグ＆ドロップによるフォルダ間での

コピー(およびPrepareの場合は、ビン

間でのコピー可能 )

✓

エクスポート

バッチトランスコード ✓
(ソース設定が同じ場

合 )

✓

イン/アウト ポイント間のトランスコード ✓ ✓

色設定を含めてエクスポート ✓ ✓

トランスコード プリセットのロード、保

存、および削除

✓

SDおよびHDソースを最新のプログ

レッシブHDおよびUHDアセットに変換

✓

クリップ名、タイムコード、およびウォー

ターマークのクリップへの書き込み

✓

ストーリーボードを EDL( Catalyst

Edit、Vegas、Fianl Cut、Premiere)

としてストーリーボードをエクスポート

✓

エクスポート時にオーディオチャンネル

をマッピング

✓

プロキシをソースクリップとして使用し

てトランスコード

✓

コピおよびエクスポート時にスタート タ

イムコードをオーバーライド

✓

エクスポート時にアスペクト比をクロッ

プ

✓ ✓

他の形式にDPXをトランスコード ✓ ✓

他の形式にOpenEXRをトランスコー

ド

✓ ✓

XDCAM用にセグメント化されたボ ✓ ✓
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機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

ディパーティションを変換

チェックサム検証を使用してフルボ

リュームのバックアップ

✓

Ciへのオリジナルクリップのアップロー

ド

✓ ✓

トランスコード形式でクリップをCiにアッ

プロード

✓ ✓

色設定を含めてクリップをCiにアップ

ロード

✓ ✓

タイムコードの書き込みやクリップ名、

または両方を含めてクリップをCiにアッ

プロード

✓

クリップをYouTubeにアップロード ✓

カラーグレーディング

グローバルでの色調整 ✓

クリップごとに色を調整 ✓

選択されたクリップへのカラープリセッ

トとルックの一括適用

✓

Sonyデバイスの色空間コントロール

( S-LogおよびS-Gamut)

✓ ✓

HDR色空間の読み込みとレンダリン

グのサポート ( S-Log3、HLG、および

PQ)

✓ ✓

SR Live設定をクリップメタデータから

読み込み、クリップ設定または手動

調整を使用して、標準とハイダイナ

ミックレンジ間で変換

✓

SDRゲイン：標準とハイダイナミックレ

ンジコンテンツ間の変換

✓ ✓

HDRからSDRへの変換時にLUT

およびEI メタデータを自動適用

✓ ✓

SDRニーカーブ：HDRコンテンツを ✓
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機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

SDR形式にエクスポートまたはSDR

ディスプレイで表示する場合、中間の

色およびハイライトを維持

SDRニーサチュレーション：HDRコンテ

ンツをSDR形式またはSDRディスプレ

イで表示する場合、ニーカーブの周り

の低下したサチュレーションを相殺

✓

SDRの黒のレベル：作業色空間が

Rec.2020/S-Log3 (HDR)に設定され

ている場合、黒のレベルを調整

✓

ASC-CDLを選択されたクリップに適

用

✓

高品質のSony RAW現像 ✓ ✓

3通りのカラーホイールグレーディング ✓ ✓

カーブグレーディング ✓ ✓

ASC-CDL( .cdl)色補正設定をイン

ポート

✓ ✓

色補正設定をASC-CDL( .cdl)また

は3D LUT( .3dlまたは .cube)としてエ

クスポート

✓ ✓

Tangentデバイスサポート

( Tk/Mf/Kb/Wave)

✓ ✓

その他

メタデータを使用してクリップの手ブレ

補正

✓ ✓

［クリップの手ブレ補正］ワークスペー

スにおけるバッチエンコーディング

✓

メタデータを使用してレンズブリージン

グ補正

✓ ✓

レンズブリージング補正を手動調整 ✓

クリップ回転メタデータのサポート ✓ ✓

Blackmagic Designを介した外部モ ✓ ✓
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機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

ニター (デバイス１台 ) (デバイス２台 )

複数のクリップを結合して、1つの連

続クリップを作成

✓

アナモフィックデスクイーズ ✓ ✓

フラッシュバンド補正 ✓ ✓

カスタムメタデータをサイドカーファイル

としてエクスポート

✓

MXFクリップのエッセンスマークの追

加、削除、または編集

✓ ✓

MXFとメタデータからのマークインポイ

ントとマークアウト ポイントの読み込み

✓ ✓

MFXコピー時に新規ノンリアルタイム

( NRT) メタデータを作成する場合、

不連続タイムコードとエッセンスマーク

のためのNRTメタデータを作成

✓ ✓

ソースクリップとライブラリ間のマークポ

イントの同期化

✓

FTPデバイス上のクリップの読み込み

とエクスポート

✓ ✓

FTPを介したSonyデバイス間の高速

デバイス間コピー

✓ ✓

SonyデバイスとSony以外のデバイス

間でのクリップのコピー

✓

FTPやFTPSを介してSonyデッキから

growing MXFファイルをコピー

✓

Sonyデッキが生成するgrowing MXF

ファイルを閉じる

✓

PZW-4000上のFTPを介してSxSメ

ディアとUSBSストレージへのクリップの

書き込み、クリップ名の変更、および

クリップの削除

✓ ✓

Sony PZW-4000デッキ向けにUSBド

ライブをフォーマット

✓

14 第 1章



機能 Catalyst Browse Catalyst Prepare

USBドライブまたはSxSメディア上に

XDROOTフォルダを作成

✓

Catalyst Editとの相互運用性 ✓

Catalyst Editタイムラインへのドラッグ

＆ドロップ

✓

GPS メタデータ ✓ ✓

GPS メタデータのマップ表示 ✓

メタデータフラグのOK/NG/KEEPを

表示 ;フラグ別にソートおよびフィルタ

✓ ✓

*一部の形式では、Prepareで部分コピーを行うにはトランスコードが必要になります。
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メディアの検索

［メディアブラウザ］モードでは、コンピュータに接続されているドライブやデバイス上のメディアファイルを参

照することができます。

［メディアブラウザ］ビューでファイルをダブルクリックすると、［表示］モードに切り替わり、プレビュー、編集

が可能です。

詳しくは、"メディアの再生"ページの51,、"再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの

57,、"色補正の適用"ページの85,、または"メタデータの表示と編集"ページの63.

Catalyst Browseは、Sony製カメラおよびデバイスのクリップをサポートするよう設計されています。

広範なデバイスサポートが必要な場合は、Catalyst Prepareをご検討ください。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、メディアブラウザは使用できません。
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サムネイルの はクリップにエラーが検出されたことを示しています。

はOptical Disc Archiveボリュームのクリップを示します。

サムネイルの は、LUT メタデータが埋め込まれたクリップであることを示します。詳しくは、"色調

整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。

サムネイルの は、レンズブリージング補正メタデータが埋め込まれたクリップであることを示しま

す。詳しくは、"レンズブリージング補正"ページの79.

サムネイル上の は、手ブレ補正メタデータを含むクリップを示します。詳しくは、"クリップの手ブ

レ補正"ページの73.を参照してください。

手ブレ補正アイコンは、FTPデバイス、CIFSを介したXDCAM Stationのボリューム、XDCAM

デッキ、XDCAM ドライブユニット、またはOptical Disc Archiveボリューム上のクリップでは表

示されません。

サムネイル上の は、回転されたクリップを示します。詳しくは、"クリップの操作"ページの82.を

参照してください。

サムネイルの はOptical Disc Archiveボリュームで複数のディスクにスパンするクリップを示しま

す。複数のディスクにスパンするクリップを再生すると、タイムライン上にクリップの再生ディスクが切り

替わるポイントを示すインジケーターが表示されます。

サムネイルの はファイルサイズ制限のために複数ファイルにまたがってはいるものの、Catalyst

Browseでは単一の仮想クリップとして表示されるクリップであることを示します。複数ファイルにまた

がる XDCAM EXクリップは、直接トランスコードできますが、AVCHDクリップを最初にコピーする必

要があります。

複数ファイルにまたがる AVCHDクリップをトランスコードするには、まずそれらを新規フォルダにコピー

します。コピー完了後、 インジケーターが消え、複数のクリップが結合されて 1つのクリップにな

り、トランスコードできるようになります。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118または"クリッ

プの保存と共有"ページの118.を参照してください。

サムネイル上の はフル解像度クリップを使用できないプロキシクリップを示します。
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フォルダの選択

［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウザを

表示します。

メディアブラウザを使用して、コンピュータ上のビデオファイルを参照します。

メディアブラウザの上部に、現在のフォルダとその親フォルダが表示されます。親フォルダのリンクをクリッ

クすると、1つ上のレベルに移動することができます。

すばやく移動するには、メディアブラウザの下部にある［クリップ］ボタン をクリックして、［移

動］を選択します。

現在のフォルダを［配置］ペインの［お気に入りフォルダ］リストに追加するには、メディアブラウザ

の下部にある［ファイル］ボタン をクリックして、［お気に入りに追加］を選択します。

［お気に入りフォルダ］リストからフォルダを削除するには、配置ペインでフォルダを選択し、以下の

［X］ボタンをクリックします。

FTP経由でのデバイスの接続

Catalyst Browseを使用すると、FTP/FTPS経由のリモートサーバー上のクリップを、コンピュータドラ

イブ上のクリップを作業するのとほぼ同じ方法で作業することができます。

詳しくは、"FTPデバイスの操作"ページの118.を参照してください。
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リスト モードまたはサムネイルモードでのファイルの表示

サムネイルモード とリスト モード を切り替えるには、このボタンをクリックします。

サムネイル モード( )では、メディアブラウザにサムネイル画像とファイル名が表示されます。

リスト モード( )では、メディアブラウザでヘッダーをクリックすると、さまざまな属性でファイルリストを

ソートすることができます。昇順または降順でソートを切り替えるには、もう一度ヘッダーをクリックしま

す。現在のソート方法を示す矢印が表示されます。
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クリップの検索

1. 検索するフォルダを選択します。検索にはサブフォルダーが含まれます。

2. ［検索］ボタン をクリックして、メディアブラウザの上部に検索バーを表示します。

3. 検索バーに検索文字列を入力します。ファイル名またはサマリーメタデータに検索文字列を含

んでいるすべてのクリップが、メディアブラウザに表示されます。

クリップのフォルダに移動するには、クリップを選択し、［フォルダヘ移動］ をクリックしま

す。

検索バーを閉じてメディアブラウザから検索結果をクリアするには、［閉じる］ボタン をクリック

します。

検索文字列をクリアし、別のフォルダで新しい検索を開始するには、別のフォルダを選択します。

クリップのフィルタリング

［フィルタ］ボタン を使用して、メディアブラウザのコンテンツをフィルタリングすることができます。ファイ

ルの種類、ファイルフォーマット、作成日、またはフラグメタデータを使用してフィルタリングすることができま

す。

1. 表示するフォルダを選択します。

2. ［フィルタ］ボタン をクリックし、メディアブラウザの上にフィルタ条件のメニューを表示します。

3. フィルタ機能を有効にするためには、メニューの上部にある ［フィルタ］スイッチを有効にします。
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4. 適用する各フィルタのチェックボックスを選択します。

種類、フォーマット、フラグフィルタ項目では、一致するファイルをメディアブラウザに表示するか表

示しないかを ［である］あるいは［ではない］で選択できます。

作成日項目では、一致するファイルをメディアブラウザに表示するか表示しないかを日付「適用

時または適用前」、日付「適用時または適用後」、あるいは「範囲」で選択できます。

メディアブラウザにすべてのファイルを表示するには、メニューの上部にある［フィルタ］スイッチを無

効にします。

フィルタリングを使用することにより、撮影中にOK タグを付けたクリップを素早く見つけて選

択し、フィルタリングしたクリップをコピーまたはトランスコードすることができます。詳しくは、"ク

リップのトランスコード"ページの126または"クリップのコピー"ページの132.を参照してくださ

い。

ファイルの選択

n ファイルをクリックして選択します。

n 選択する範囲の最初のファイルをクリックした後、［Shift］キーを押しながら最後のファイルをクリッ

クします。

n 複数のファイルを選択するには、［Ctrl］キー( Windows)または［Command］キー( macOS)を押

しながらクリックします。

修飾キーを使わずに複数のファイルを選択するには、［選択］ボタン をクリックします。

ファイルのコピー

メディアをコピーすると、クリップをカメラやデッキからコンピュータ、別のカメラやデッキ、または一元管理

されたストレージデバイスにインポートできます。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118を参

照してください。

クリップ名の変更

1. ファイルを選択します。

2. メディアブラウザの下部にある［クリップ］ボタン をクリックして、［名前の変更］を選択し、編

集ボックスに新しいファイル名を入力します。
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また、［F2］キーを押しても選択したファイルの名前を変更できます。

AVCHD フォルダ構造に所属するプロキシクリップまたはクリップの名前を変更することはできませ

ん。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、名前の変更機能は使用できま

せん。

ファイルの削除

1. ファイルを選択します。

2. メディアブラウザの下部にある［クリップ］ボタン をクリックして、［削除］を選択します。

AVCHD フォルダ構造からのファイルの削除はサポートされていません。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、名前の削除機能は使用できませ

ん。

ソースクリップの表示

1. ファイルを選択します。

2. メディアブラウザの下部にある ［クリップ］ボタン をクリックし、［ファインダーで表示］( macOS)

または［エクスプローラで表示］( Windows)を選択すると、ソースクリップがそのソースクリップを含

むフォルダ内に表示されます。

SxSおよびProfessional Discボリュームの管理

SxSカードをフォーマットする必要がある場合は、Memory Media Utilityを使用してください。

XDCAM Professional Discボリュームをフォーマットまたはファイナライズする必要がある場合は、

XDCAM Drive Softwareを使用してください。

読み込みがサポートされているビデオ形式

Catalyst Browseは、ボリュームからの読み込み、または独立したクリップとしての読み込みについて次の

ビデオ形式をサポートしています。
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XDCAM

SD 形式

形式 フレームサ

イズ

フレーム

レート

フィールド

オーダー

ビデオコー

デック

ビットレート オーディオチャン

ネル

DV 720x480 59.94i ロワーフィー

ルド

DV 25 CBR 4x16ビット

DV 720x576 50i ロワーフィー

ルド

DV 25 CBR 4x16ビット

MPEG

IMX

720x512 59.94i アッパー

フィールド

MPEG-2

Intra

30、40、50

CBR

4x24ビット /

8x16ビット

MPEG

IMX

720x608 50i アッパー

フィールド

MPEG-2

Intra

30、40、50

CBR

4x24ビット /

8x16ビット

非圧縮 720x486 59.94i アッパー

フィールド

非圧縮 90 CBR 4x24ビット /

8x16ビット

非圧縮 720x576 50i アッパー

フィールド

非圧縮 90 CBR 4x24ビット /

8x16ビット

HD形式

形式 フレームサイ

ズ

ピクセルアス

ペクト比

フレームレート ビデオコー

デック

ビットレー

ト

MPEG

HD

1280x720 1.0 50p、59.94p MPEG-2

Long GOP

25 CBR

MPEG

HD

1280x720 1.0 50p、59.94p MPEG-2

Long GOP

35 VBR

MPEG

HD

1280x720 1.0 50p、59.94p MPEG-2

Long GOP

50 CBR

MPEG

HD

1440x1080 1.333 23.976p、25p、29.97p、

50i、59.94i

MPEG-2

Long GOP

17.5 CBR

MPEG

HD

1440x1080 1.333 23.976p、25p、29.97p、

50i、59.94i

MPEG-2

Long GOP

25 CBR

MPEG

HD

1440x1080 1.333 23.976p、25p、29.97p、

50i、59.94i

MPEG-2

Long GOP

35 CBR
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形式 フレームサイ

ズ

ピクセルアス

ペクト比

フレームレート ビデオコー

デック

ビットレー

ト

MPEG

HD

1440x540 0.667 23.976p、25p、29.97p、

オーバークランク

MPEG-2

Long GOP

8.75 CBR

MPEG

HD

1440x540 0.667 23.976p、25p、29.97p、

オーバークランク

MPEG-2

Long GOP

12.5 CBR

MPEG

HD

1440x540 0.667 23.976p、25p、29.97p、

オーバークランク

MPEG-2

Long GOP

17.5 CBR

MPEG

HD422

1920x1080 1.0 23.976p、25p、29.97p、

50i、59.94i

MPEG-2

Long GOP

35 CBR、

50 CBR

MPEG

HD422

1920x540 0.5 23.976p、25p、29.97p、

オーバークランク

MPEG-2

Long GOP

25 CBR

XDCAM EX

形式 フレームサイ

ズ

ピクセル

アスペク

ト比

フレームレート フィール

ド オー

ダー

ビデオ

コーデック

オーディ

オコー

デック

ビット

レート

DV 720x480 0.9091 59.94p ロワー

フィール

ド

DV PCM、

48 kHz、

16ビット

25

CBR

DV 720x576 1.0926 50i ロワー

フィール

ド

DV PCM、

48 kHz、

16ビット

25

CBR

MPEG

HD (EX-

HQ)

1280x720 1.0 23.976p、

25p、29.97p、

50p、59.94p

MPEG-2

Long

GOP

PCM、

48 kHz、

16ビット

35

VBR

MPEG

HD (EX-

SP)

1440x1080 1.333 50i、59.94i MPEG-2

Long

GOP

PCM、

48 kHz、

16ビット

25

CBR

MPEG

HD (EX-

HQ)

1440x1080 1.333 23.976p、

25p、29.97p、

50i、59.94i

MPEG-2

Long

GOP

PCM、

48 kHz、

16ビット

35

VBR

MPEG

HD422

(EX-HQ)

1920x1080 1.0 23.976p、

25p、29.97p、

50i、59.94i

MPEG-2

Long

GOP

PCM、

48 kHz、

16ビット

35

VBR
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XAVC Intra

形式 フレームサイ

ズ

ピクセル

アスペク

ト比

フレームレート ビデオコー

デック

オーディオ

チャンネル

( PCM、48

kHz、24

ビット )

ビット

レート

XAVC Intra 1440x1080 1.333 50i、59.94i、

23.976p、25p、

29.97p

MPEG-4

AVC Intra

8 CBG

50

XAVC Intra 1920x1080 1.0 50i、59.94i、

23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8, 16 CBG

100

XAVC Intra 1920x1080 1.0 50i、59.94i、

23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8 CBG

200

XAVC Intra

HFR

1920x1080 1.0 50p、50i、

59.94p、59.94i

MPEG-4

AVC Intra

0 CBG

100

XAVC Intra 2048x1080 1.0 23.976p、24p、

25p、29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8 VBR

XAVC Intra 2048x1080 1.0 23.976p、24p、

25p、29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8, 16 CBG

100

XAVC Intra 3840x2160 1.0 23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8 VBR

XAVC Intra 3840x2160 1.0 23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8, 16 CBG

300

XAVC Intra 4096x2160 1.0 23.976p、24p、

25p、29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Intra

8 VBR

XAVC Intra 4096x2160 1.0 23.976p、24p、 MPEG-4 8, 16 CBG
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形式 フレームサイ

ズ

ピクセル

アスペク

ト比

フレームレート ビデオコー

デック

オーディオ

チャンネル

( PCM、48

kHz、24

ビット )

ビット

レート

25p、29.97p、

50p、59.94p

AVC Intra 300
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XAVC Long-GOP

形式 フレームサイ

ズ

ピク

セル

アス

ペクト

比

フレームレー

ト

ビデオコーデッ

ク

オーディオ ビット

レート

XAVC Long 1280x720 1.0 50p、59.94p MPEG-4

AVC Long、ハ

イ 422プロファ

イル

4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

80(最

大)

XAVC Long 1920x1080 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、50i、

59.94p、

59.94i

MPEG-4

AVC Long、ハ

イ 422プロファ

イル

4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

80(最

大)

XAVC Long 3840x2160 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Long、ハ

イプロファイル

4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

200(最

大)

XAVC Long

Proxy

480x270 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Long、ハ

イプロファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

MPEG-4

AAC、6 (5.1)

チャンネル、

48 kHz、640

kbps

1また

は 0.5

Mbps

XAVC Long

Proxy

640x360 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Long、ハ

イプロファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

3 Mbps
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形式 フレームサイ

ズ

ピク

セル

アス

ペクト

比

フレームレー

ト

ビデオコーデッ

ク

オーディオ ビット

レート

MPEG-4

AAC、6 (5.1)

チャンネル、

48 kHz、640

kbps

XAVC Long

Proxy

1280x720 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、59.94p

MPEG-4

AVC Long、ハ

イプロファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

MPEG-4

AAC、6 (5.1)

チャンネル、

48 kHz、640

kbps

9 Mbps
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XAVC S

形式 フレームサイ

ズ

ピク

セル

アス

ペク

ト比

フレーム

レート

ビデオコーデック オーディオ ビット

レート

XAVC Long

Proxy

480x270 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、ハイプロ

ファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

4

XAVC Long

Proxy

640x360 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、ハイプロ

ファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

10

XAVC Long 1280x720 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

40

XAVC Long

Proxy

1280x720 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、ハイプロ

ファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

16

XAVC Long 1280x720 1.0 100p、

119.88p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

80
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形式 フレームサイ

ズ

ピク

セル

アス

ペク

ト比

フレーム

レート

ビデオコーデック オーディオ ビット

レート

ト

XAVC Long 1440x1080 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

80

XAVC Long 1920x1080 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

2/4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

80

XAVC Long 1920x1080 1.0 100p、

119.88p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

2/4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

150

XAVC Long

Proxy

1920x1080 1.0 23.976p、

25p、

29.97p、

50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、ハイプロ

ファイル

MPEG-4

AAC、2チャ

ンネル、48

kHz、256

kbps

25

XAVC Long 3840x2160 1.0 23.976p、

25p、

MPEG-4 AVC 2チャンネル 188
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形式 フレームサイ

ズ

ピク

セル

アス

ペク

ト比

フレーム

レート

ビデオコーデック オーディオ ビット

レート

29.97p Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

2/4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

XAVC Long 3840x2160 1.0 50p、

59.94p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

2/4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

200

XAVC Long 3840x2160 1.0 100p、

119.88p

MPEG-4 AVC

Long、メインプロ

ファイルまたはハイ

プロファイル

2チャンネル

PCM、48

kHz、16ビッ

ト

2/4チャンネル

PCM、48

kHz、24ビッ

ト

200
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XAVC HS

形式 フレームサイ

ズ

ピクセ

ルアス

ペクト

比

フレームレート ビデオコー

デック

音楽ファイル ビット

レート

HEVC

プロキシ

1920x1080 1.0 23.976p、30p、

50p、59.94、

100p、119,98p

HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2チャンネルPCM、

48 kHz、16ビットま

たは 24ビット

16

HEVC 3840x2160 1.0 23.976p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

30

HEVC 3840x2160 1.0 50p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

45

HEVC 3840x2160 1.0 59.94p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

78

HEVC 3840x2160 1.0 100p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

200

HEVC 3840x2160 1.0 119.88p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

200

HEVC 3840x2160 1.0 23.976p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:2

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

60

HEVC 3840x2160 1.0 50p HEVC

Long、10

ビット、

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

200
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形式 フレームサイ

ズ

ピクセ

ルアス

ペクト

比

フレームレート ビデオコー

デック

音楽ファイル ビット

レート

4:2:2

HEVC 3840x2160 1.0 59.94p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:2

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

100

HEVC 3840x2160 1.0 100p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:2

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

280

HEVC 3840x2160 1.0 119.88p HEVC

Long、10

ビット、

4:2:2

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

280

HEVC 7680x4320 1.0 23.976p、25p、

29.97p

HEVC

Long、10

ビット、

4:2:0

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

204

HEVC 7680x4320 1.0 23.976p、25p、

29.97p

HEVC

Long、10

ビット、

4:2:2

2/4チャンネル

PCM、48 kHz、16

ビットまたは 24ビット

260,

520
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XAVCプロキシ

形式 フレームサイ

ズ

フレームレート ビデオコーデック 音楽ファイル ビット

レート

XAVC 

プロキシ

480x270 23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4 AVC Long、

メインプロファイル

MPEG-4 AAC、

2チャンネル、48

kHz、256 kbps

4

XAVC 

プロキシ

640x360 23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4 AVC Long、

メインプロファイル

MPEG-4 AAC、

2チャンネル、48

kHz、256 kbps

10

XAVC 

プロキシ

720x480 59.94i MPEG-4 AVC Long、

メインプロファイル

MPEG-4 AAC、

2チャンネル、48

kHz、256 kbps

10

XAVC 

プロキシ

720x576 50i MPEG-4 AVC Long、

メインプロファイル

MPEG-4 AAC、

2チャンネル、48

kHz、256 kbps

10

XAVC 

プロキシ

1280x720 23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4 AVC Long、

メインプロファイルまた

はハイプロファイル

MPEG-4 AAC、

2チャンネル、48

kHz、256 kbps

28

XAVC 

プロキシ

1920x1080 50i、59.94i、

23.976p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

MPEG-4 AVC Long、

メインプロファイルまた

はハイプロファイル

MPEG-4 AAC、

2チャンネル、48

kHz、256 kbps

28

X-OCN

形式 フレームサイ

ズ

ビット フレームレート 品質

X-

OCN

2048x1080 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、HFR

(最大 240)

LT、ST、

XT

X-

OCN

3840x2160 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、HFR

(最大 120p)

LT、ST、

XT

X-

OCN

4096x1716 16 23.976p、24p、25p、29.97p LT、ST、

XT

X-

OCN

4096x2160 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、HFR

(最大 120p)

LT、ST、

XT
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形式 フレームサイ

ズ

ビット フレームレート 品質

X-

OCN

4096x3024 16 23.976p、24p、25p、29.97p、 LT、ST、

XT

X-

OCN

4096x3432 16 23.976p、24p、25p、29.97p LT、ST、

XT

X-

OCN

6048x2534 16 23.976p、24p、25p、29.97p LT、ST、

XT

X-

OCN

6054x3192 16 23.976p、24p、25p、29.97p LT、ST、

XT

X-

OCN

5674x3192 16 23.976p、24p、25p、29.97p LT、ST、

XT

X-

OCN

6054x3272 16 23.976p、24p、25p、29.97p LT、ST、

XT

X-

OCN

6048x4032 16 23.976p、24p、25p LT、ST、

XT

RAW

形式 フレームサイ

ズ

ビット フレームレート 圧縮

F5/F55RAW 2048x1080 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、

HFR(最大 240)

SQ

F5/F55RAW 3840x2160 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、

HFR(最大 120p)

SQ

F5/F55RAW 4096x2160 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、

HFR(最大 120p)

SQ

F65RAW 4096x2160 16 23.976p、24p、25p、29.97p、50p、59.94p、

HFR(最大 120)

Lite、

SQ

FS700RAW 2048x1080 16 23.976p、25p、29.97p、50p、59.94p、HFR

(最大 240)

SQ

FS700RAW 4096x2160 16 23.976p、25p、29.97p、50p、59.94p、HFR

(最大 120)

SQ
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HDCAM SR (SStP)

形式 フレームサイ

ズ

ビット 色空

間

ピクセル

アスペクト

比

フレームレート 圧縮

(Mbps)

SSTP 1280x720 10 YUV

422

1.0 50p、59.94p Lite

(220)、

SQ(440)

SSTP 1920x1080 10 YUV

422

1.0 50i、59.94i、23.976p、24p、

25p、29.97p、50p、59.94p

Lite

(220)、

SQ(440)

SSTP 1920x1080 10 RGB

444

1.0 50i、59.94i、23.976p、24p、

25p、29.97p、50p、59.94p

SQ

(440)、

HQ(880)

SSTP 1920x1080 12 RGB

444

1.0 50i、59.94i、23.976p、24p、

25p、29.97p、50p、59.94p

HQ(880)

SSTP 2048x1080 10 YUV

422

1.0 50p、59.94p Lite

(220)、

SQ(440)

SSTP 2048x1080 10 RGB

444

1.0 50i、59.94i、23.976p、24p、

25p、29.97p

SQ(440)

SSTP 2048x1080 10 RGB

444

1.0 23.976p、24p、25p、29.97p HQ(880)

SSTP 2048x1080 12 RGB

444

1.0 50i、59.94i、23.976p、24p、

25p、29.97p

SQ(440)

SSTP 2048x1080 12 RGB

444

1.0 23.976p、24p、25p、

29.97p、50p、59.94p

HQ(880)

SSTP 2048x1080 12 RGB

444

1.0 23.976p、24p、25p、29.97p SQ(440)

SSTP 2048x1080 12 RGB

444

1.0 23.976p、24p、25p、

29.97p、50p、59.94p

HQ(880)

SSTP 2048x1556 10 RGB

444

1.0 23.976p、24p、25p HQ(880)
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NXCAM

形式 フレームサイ

ズ

ピクセル

アスペク

ト比

フレームレート ビデオコーデック オーディオ

コーデック

ビット

レート

AVCHD 1920x1080 1.0 59.94p、50p、 H.264/MPEG-4

AVC

Dolby AC-

3または

PCM

2チャンネ

ル、48

kHz、16

ビット

28

Mbps

AVCHD 1920x1080 1.0 59.94i、50i、

29.97p、25p、

23.976p

H.264/MPEG-4

AVC

Dolby AC-

3または

PCM

2チャンネ

ル、48

kHz、16

ビット

24また

は 17

Mbps

AVCHD 1280x720 1.0 59.94p、50p、 H.264/MPEG-4

AVC

Dolby AC-

3または

PCM

2チャンネ

ル、48

kHz、16

ビット

24また

は 17

Mbps

AVCHD 1440x1080 1.333 59.94i、50i H.264/MPEG-4

AVC

Dolby AC-

3または

PCM

2チャンネ

ル、48

kHz、16

ビット

9また

は 5

Mbps

MPEG-2

SD

720x480 0.9091

または

1.2121

23.976p、

29.97p、

59.94i

MPEG-2 Dolby AC-

3

2チャンネ

ル、48

9 Mbps
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形式 フレームサイ

ズ

ピクセル

アスペク

ト比

フレームレート ビデオコーデック オーディオ

コーデック

ビット

レート

kHz、16

ビット

MPEG-2

SD

720x576 1.0926

または

1.4568

25p、50i MPEG-2 Dolby AC-

3

2チャンネ

ル、48

kHz、16

ビット

9 Mbps
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AVC H.264/MPEG-4

形式 フレームサイ

ズ

スク

リーン

アスペ

クト比

フレームレート ビデオ

コーデッ

ク

オーディオ

コーデック

ビット

レート

H.264/MPEG-4

AVC

1280x720 16:9 50p、100p、120p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1920x1080 16:9 24p、25p、30p、

48p、50p、60p

AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1920x1440 4:3 24p、25p、30p、48p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

3840x2160 16:9 23.97p.24p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

4096x2160 17:9 12p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

2704x1524 16:9 25p、30p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

2704x1440 17:9 24p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1280x960 4:3 48p、100p AVC、

8ビット、

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮
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形式 フレームサイ

ズ

スク

リーン

アスペ

クト比

フレームレート ビデオ

コーデッ

ク

オーディオ

コーデック

ビット

レート

4:2:0 (AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

848x480 16:9 240p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

640x480 4:3 25p、30p AVC、

8ビット、

4:2:0

モノラル、

48kHz、

AAC圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

240x180 25p、29.97p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

320x180 25p、29.97p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

320x240 25p、29.97p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

480x270 25p、29.97p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

640x480 25p、29.97p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮
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形式 フレームサイ

ズ

スク

リーン

アスペ

クト比

フレームレート ビデオ

コーデッ

ク

オーディオ

コーデック

ビット

レート

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1280x720 50p、60p、100p、

120p

AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1280x960 48p、100p、120p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1920x1080 24p、25p、29.97p、

48p、50p、60p

AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

1920x1440 24p、25p、29.97p、

48p

AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

2704x1524 24p、25p、29.97p AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

3840x2160 23.97p.24p、25p、

29.97p、50p、

59.94p

AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC

4096x2160 12p AVC、

8ビット、

2チャンネ

ル、16ビッ
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形式 フレームサイ

ズ

スク

リーン

アスペ

クト比

フレームレート ビデオ

コーデッ

ク

オーディオ

コーデック

ビット

レート

4:2:0 ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC (HVO)

720x480 59.94i AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

H.264/MPEG-4

AVC (HVO)

720x576 50i AVC、

8ビット、

4:2:0

2チャンネ

ル、16ビッ

ト、AAC

圧縮

(AGC)

AS-11 DPP MXF

形式 フレームサイ

ズ

フレーム

レート

ビデオコーデック オーディオコーデック ビットレー

ト

IMX-50 720x576 25 MPEG-2 Intra PCM、48 kHz、24

ビット

XAVC Intra 1920x1080 25 MPEG-4

AVC Intra

PCM、48 kHz、24

ビット
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Avid DNxHD®

コンテナ：MXF

オーディオコーデック：PCM 44.1 kHzまたは 48 kHz、16ビットまたは 24ビット

フレームサイ

ズ

ファミリ名 色空

間 /ビッ

ト

フレームレート /最大ビット レート

1920x1080 Avid DNxHD®

444

4:4:4

10ビッ

ト

29.97p@ 440 Mbps、25p@ 365 Mbps、24p@ 350

Mbps、23.976p@ 350 Mbps

1920x1080 Avid DNxHD®

220x

4:2:2

10ビッ

ト

60p@ 440 Mbps、59.94p@ 440 Mbps、50p@ 365

Mbps、59.94i @ 220 Mbps、50i @ 185 Mbps、

29.97p@ 220 Mbps、25p@ 185 Mbps、24p@ 175

Mbps、23.976p@ 175 Mbps

1920x1080 Avid DNxHD®

220

4:2:2 8

ビット

60p@ 440 Mbps、59.94p@ 440 Mbps、50p@ 365

Mbps、59.94i @ 220 Mbps、50i @ 185 Mbps、

29.97p@ 220 Mbps、25p@ 185 Mbps、24p@ 175

Mbps、23.976p@ 175 Mbps

1920x1080 Avid DNxHD®

145

4:2:2 8

ビット

60p@ 290 Mbps、59.94p@ 290 Mbps、50p@ 240

Mbps、59.94i @ 145 Mbps、50i @ 120 Mbps、

29.97p@ 145 Mbps、25p@ 120 Mbps、24p@ 115

Mbps、23.976p@ 115 Mbps

1920x1080 Avid DNxHD®

145

( 1440x1080

にサブサンプリ

ング)

4:2:2 8

ビット

59.94i @ 145 Mbps、50i @ 120 Mbps

1920x1080 Avid DNxHD®

100

( 1440x1080

にサブサンプリ

ング)

4:2:2 8

ビット

59.94i @ 100 Mbps、50i @ 85 Mbps、29.97p@

100 Mbps、25p@ 85 Mbps、24p@ 80 Mbps、

23.976p@ 80 Mbps

1920x1080 Avid DNxHD®

36

4:2:2 8

ビット

60p@ 90 Mbps、59.94p@ 90 Mbps、50p@ 75

Mbps、29.97p@ 45 Mbps、25p@ 36 Mbps、24p@

36 Mbps、23.976p@ 36 Mbps
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フレームサイ

ズ

ファミリ名 色空

間 /ビッ

ト

フレームレート /最大ビット レート

1280x720 Avid DNxHD®

220x

4:2:2

10ビッ

ト

59.94p@ 220 Mbps、50p@ 175 Mbps、29.97p@

110 Mbps、25p@ 90 Mbps、23.976p@ 90 Mbps

1280x720 Avid DNxHD®

220

4:2:2 8

ビット

59.94p@ 220 Mbps、50p@ 175 Mbps、29.97p@

110 Mbps、25p@ 90 Mbps、23.976p@ 90 Mbps

1280x720 Avid DNxHD®

145

4:2:2 8

ビット

59.94p@ 145 Mbps、50p@ 115 Mbps、29.97p@

75 Mbps、25p@ 60 Mbps、23.976p@ 60 Mbps

1280x720 Avid DNxHD®

100( 960x720

にサブサンプリ

ング)

4:2:2 8

ビット

59.94p@ 100 Mbps、50p@ 85 Mbps、29.97p@

50 Mbps、25p@ 45 Mbps、23.976p@ 50 Mbps
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Apple ProRes

コンテナ：MOV

オーディオコーデック：PCM

形式 フレームサイ

ズ

フレームレート ビデオコーデック

ProRes 720x486 59.94i、30p、29.97p、24p、

23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 720x576 50i、25p 422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 960x720 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 1280x720 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 1280x1080 59.94i、30p、29.97p、24p、

23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 1440x1080 59.94i、50i、30p、29.97p、

25p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 1920x1080 60p、59.94p、50p、59.94i、

50i、30p、29.97p、25p、24p、

23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 2048x1080 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、25p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 2048x1556 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、25p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 3840x2160 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、25p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows
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形式 フレームサイ

ズ

フレームレート ビデオコーデック

のみ)

ProRes 4096x2160 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、25p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

ProRes 5120x2160 60p、59.94p、50p、30p、

29.97p、25p、24p、23.976p

422( proxy)、422( LT)、422、422

( HQ)、4444、4444 XQ(Windows

のみ)

HDV

コンテナ：MPEG-2 Transport Stream (Windows)、MOV (macOS)

オーディオコーデック：MPEG-1オーディオLayer-2 (Windows)。2チャンネル、48 kHz、16ビット

形式 フレームサイ

ズ

ピクセルアスペクト

比

フレームレー

ト

インタレース ビデオコーデック

HDV 1440x1080 1.333 50i、59.94i アッパーフィール

ド

MPEG-2

MP@H14
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DV

コンテナ：AVI (Windows)、MOV (macOS)

オーディオコーデック：PCM、2チャンネル、32 kHz、16ビット

形式 フレームサ

イズ

フレーム

レート

フィールド

オーダー

ビデオコー

デック

ビット

レート

オーディオチャンネル

DV

(SD)

720x480 59.94i ロワーフィー

ルド

DV 25

CBR

2チャンネル、32 kHz、

16ビット

DV

(SD)

720x576 50i ロワーフィー

ルド

DV 25

CBR

2チャンネル、32 kHz、

16ビット

サポートしているビデオデバイス

Catalyst Browseでは、以下のビデオボリュームおよびデバイスをサポートしています。

フォルダ構

造

ストレージ メディ

ア

ルート フォルダ サポートされている形式

XAVC-XD-

スタイル

SxS メモリカード

( exFAT)

XQD メモリカー

ド

XDROOT XDCAM HD/HD422/IMX/DVCAM、

SStP、XAVC Intra、XAVC Long

XAVC-M4-

スタイル

SxS メモリカード

( exFAT)

XQD メモリカー

ド

SD カード

M4ROOT XAVC S、XAVC HS

XAVC-PX-

スタイル

SD カード PXROOT XAVC プロキシ

AXS-スタイ

ル

AXS メモリカード CINEROOT F55RAW、F5RAW、FS700RAW、X-

OCN

SRM-スタイ

ル

SR メモリカード メディアルート F65RAW、SStP

XD-スタイル Professional

Disc

メディアルート XDCAM HD/HD422/IMX/DVCAM、

XAVC Intra
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フォルダ構

造

ストレージ メディ

ア

ルート フォルダ サポートされている形式

SxS メモリカード

( UDF)

BPAV-スタ

イル

SxS メモリカード

( FAT32)

SD カード

BPAV XDCAM EX( MPEG HD、DVCAM)

AVCHD構

造

SD カード AVCHD/BDMV AVCHD
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メディアの再生

［メディアブラウザ］モードでファイルをダブルクリックすると、［表示］モードに切り替わり、ファイルのプレ

ビュー、マークインポイントやマークアウト ポイントのログ記録、色補正の適用ができるようになります。

［メディアブラウザ］モードの使用について詳しくは、"メディアの検索"ページの17.を参照してください。

ペインの上部にあるツールバーを使用して、オーディオレベルの調節とモニタ、プレビューのオーディオチャ

ンネルの選択、ビデオプレビューのスケール、メタデータの表示、およびクリップ設定の調整を行うことがで

きます。

再生モードの選択、ビデオのスクラブ、再生の制御を行うには、ビデオの下にあるトランスポート ツール

バーを使用します。

ビデオのプレビュー

［メディアブラウザ］モードでファイルをダブルクリックすると、［表示］モードに切り替わり、ファイルのプレ

ビュー、マークインポイントやマークアウト ポイントのログ記録、色補正の適用ができるようになります。

［メディアブラウザ］モードの使用について詳しくは、"メディアの検索"ページの17.を参照してください。

画面上またはセカンダリディスプレイ上の任意の場所に配置可能なセカンダリウィンドウに、ビデオプレ

ビューを表示することもできます。詳しくは、"Catalyst Browseオプションの編集"ページの137.を参照し

てください。

第 3章
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ウィンドウの左側にあるメディアブラウザで複数のクリップを選択した場合、選択したクリップは表示

されている順番で順次再生されます。現在再生中のファイルの名前がビデオプレビューの上に表

示されます。タイムラインの縦線は、選択されている各クリップが開始される位置を示しています。

はOptical Disc Archiveボリュームのクリップを示します。

サムネイルの はOptical Disc Archiveボリュームで複数のディスクにスパンするクリップを示しま

す。複数のディスクにスパンするクリップを再生すると、タイムライン上にクリップの再生ディスクが切り

替わるポイントを示すインジケーターが表示されます。

プロキシクリップを使用して再生する場合(使用可能な場合)、オプションの［プロキシクリップを使

用してプレビュー］スイッチを有効にします。再生中、［プロキシ］インジケーターはビデオプレビューの

上に表示されます。詳しくは、"Catalyst Browseオプションの編集"ページの137.を参照してくださ

い。

［再生］ ボタンをクリックして、現在のビデオの再生を開始します。再生は再生位置インジケーターか

ら始まり、マークアウト位置またはファイルの最後まで継続します。

再生位置インジケーターを設定するには、トランスポート コントロールの下のトラックバーをクリックします。

トランスポート ツールバーのシャトルコントロールで、前後のシーク操作および再生速度の調整ができま

す。詳しくは、"メディアの再生"ページの56.

ビデオのフリップと回転、アナモフィックデスクイーズの有効化、セーフゾーンとマスクガイドの表示に

ついて詳しくは、"メディアの再生"ページの60.を参照してください。

プレビューモードの変更

カラー補正を調整しているときは、プレビューモードを変更して、調整後のクリップと元のソースを比較

することができます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。
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プレビューモードを選択するには、ビデオプレビューの右上隅にある［プレビュー］ボタンをクリックしま

す。分割画面プレビューでは、ビデオプレビューと波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタを分割でき

るので、補正前と補正後のビデオを同時に確認できます。

n 適用前：色補正適用前の画が表示されます。

n 適用後：色補正適用後の画が表示されます。

n 分割：画面分割で表示されます。左側が色補正適用前、右側が適用後です。

分割場所を移動する場合は、プレビューフレーム上にカーソルを置きます。分割ポイン

トが表示されたら、画面の上部と下部にあるハンドルをドラッグして、プレビューを分割す

る場所を調整できます。

n 2アップ：Side by sideで表示されます。左側が色補正適用前、右側が適用後です。
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ビデオプレビューのスケーリング

ビデオプレビューのサイズを調整するには、拡大鏡をクリックします。

n ［ビデオ］ペインのサイズに合わせてビデオをスケールするには、［合わせる］をクリックします。

n ビデオを定義済みの拡大レベルにスケールするには、プリセットをクリックします。

レベルが100%未満の場合、青い矩形をドラッグしてフレームの表示領域をパンおよび調整

できます。

n カスタムズームレベルを選択するには、スライダーをドラッグするか、 ボタンと ボタンをク

リックします。

n ズームインまたはズームアウトするには、サムネイルをクリックしてマウスホイールを回転させま

す。

全画面再生の切り替え

［ビデオ］ペインを全画面モードで表示するには、 をクリックします。全画面モードを終了するに

は、［Esc］キーを押すか、［閉じる］をクリックします。

再生設定の調整

［再生設定］コントロールを表示するには、トランスポート コントロールの左側にある［再生設定］ボタ

ンをクリックします。

速度 /品質

デコードを最適化してフレームレートを維持する場合は、［速度］を選択します。

デコードを最適化してビデオ品質を維持する場合は、［品質］を選択します。
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リアルタイム/すべてのフレーム

ソースのフレームレートを使用してクリップを再生する場合は、［リアルタイム］を選択します。リアル

タイム再生が維持されない場合、ビデオフレームがスキップされます。

すべてのビデオフレームを再生する場合は、［すべてのフレーム］を選択します。すべてのフレーム

を再生する必要がある場合、フレームレートが低くなる可能性があります。このモードではオー

ディオは使用できません。

XAVC SおよびXAVC HS再生がスムーズでない場合、［すべてのフレーム］再生設定を使用

することを推奨します。

n
リアルタイム/速度：

n
リアルタイム/品質：

n すべてのフレーム/速度：

n すべてのフレーム/品質：

トランスポート コントロールの使用

ビデオプレビューの下にあるトランスポート コントロールでは、再生を制御できます。

ボタン 説明

最初に

移動

再生位置インジケーターがマークイン位置に移動します。もう一度クリックする

と、選択したファイルの最初に移動します。

前のフ

レーム

再生位置インジケーターが左に1フレームまたは 1フィールド移動します。

再生 再生は再生位置インジケーターから始まり、マークアウト位置またはファイルの

最後まで継続します。

次のフ

レーム

再生位置インジケーターが右に1フレームまたは 1フィールド移動します。

最後に

移動

再生位置インジケーターがマークアウト位置に移動します。もう一度クリックする

と、選択したファイルの最後に移動します。

ループ

再生

マークインポイントとマークアウト ポイントの間のみを連続モードで再生します。

詳しくは、"再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.を参照

してください。
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タイムライン上の移動

表示モードでファイルを開いた後、シャトルコントロールをして再生位置インジケータを前後に検索し、

編集ポイントを見つけることができます。シャトルコントロールの端へドラッグすると、再生速度が速くなり

ます。再生を停止するには、シャトルコントロールを離します。

［J］キー、［K］キー、または［L］キーを押して、キーボードをシャトルコントロールとして使用することもでき

ます。

［K］キーを押しながら［J］キーまたは［L］キーを押すと、シャトルノブモードをエミュレートできます。

左にスクラブするには［K］キーを押しながら［J］キーを押し、右にスクラブするには［K］キーを押しな

がら［L］キーを押します。

項目 説明

J 逆方向のスクラブモード。もう一度押すと再生レートを加速できます。

K 一時停止します。

L 順方向のスクラブモード。もう一度押すと再生レートが速くなります。
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再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング

ビデオの一部だけを再生する場合は、ビデオを再生する部分を選択することができます。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. ［表示］モードでファイルをダブルクリックし［メディアブラウザ］モードにします。

［メディアブラウザ］モードの［プレビュー］ペインを使用してマークポイントを調整することもで

きます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ログ］ボタンをクリックします。

4. 再生位置インジケータを設定するには、トランスポート コントロールの下にあるトラックバーをクリッ

クします。

現在のクリップに不連続なタイムコードが含まれている場合、タイムライン上に不連続を示すイン

ジケータが表示されます。

5. ［マークイン］ボタンをクリックします。

6. 再生位置インジケータを設定するには、トランスポート コントロールの下にあるトラックバーをクリッ

クします。
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7. ［マークアウト］ボタンをクリックします。

［再生］ ボタンをクリックすると、再生位置インジケータから再生が始まり、マークアウト位置ま

たはファイルの最後まで再生が継続します。

マークイン/マークアウト リージョンを繰り返しループ再生する場合は、［ループ再生］ボタン を

選択します。

［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［イン］ボックス、［アウト］ボックス、および［長さ］
ボックスをクリックして新しいタイムコード値を入力すると、マークインポイント /マークアウト ポ

イントをすばやくログ記録できます。(タイムコードが埋め込まれたMXFのプロキシのみのク

リップには使用できません。)

クリップのマークイン/アウト ポイントを編集するには、インスペクタの［サマリー］タブにある

［マークイン］ボックスと［マークアウト］ボックスに新しい値を入力します。(タイムコードが埋め

込まれたMXFのプロキシのみのクリップには使用できません。)詳しくは、"メタデータの表示

と編集"ページの63.を参照してください。

マークインポイント /マークアウト ポイントは、トラックバーの上のインジケータをドラッグして調

整できます。

マークイン/アウト ポイントをリセットするには、［詳細］ボタンをクリックして［マークイン/アウト

ポイントをリセット］を選択します。

現在のファイルにエッセンスマークが含まれる場合、それらはタイムライン上に で表示され

ます。エッセンスマークが、メタデータモードの［マークポイント］タブに表示されます。詳しく

は、"メタデータの表示と編集"ページの63.を参照してください。

フレームのスナップショットの作成

現在のフレームのスナップショットを作成する場合は、［詳細］ボタンをクリックして、［スナップショットをク

リップボードにコピー］または［スナップショットの保存］を選択します。

クリップボードへのフレームのコピー

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. ［表示］モードでファイルをダブルクリックし［メディアブラウザ］モードにします。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ログ］ボタンをクリックします。

58 第 3章



4.

5. ［詳細］ボタンをクリックして、［スナップショットをクリップボードにコピー］を選択します。

［Ctrl］キーを押しながら［C］キーを押すか( Windows)、または［⌘ ］キーを押しながら［C］
キーを押します( macOS)。

現在のフレームが現在の解像度でクリップボードにコピーされます。たとえば、フル解像度のフレー

ムをコピーする場合は、ズームレベルを 100%に設定します。ビデオプレビューの上にある拡大

鏡ボタンを使用してズームレベルを変更できます。詳しくは、"メディアの再生"ページの51.を参

照してください。

ファイルへのフレームの保存

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. ［表示］モードでファイルをダブルクリックし［メディアブラウザ］モードにします。

3. トランスポート コントロールの下のトラックバーをクリックして、再生位置インジケータを設定しま

す。

4. ［詳細］ボタンをクリックして、［スナップショットの保存］を選択します。

［Shift］キーを押しながら［S］を押します。

現在のフレームが現在の解像度で保存されます。たとえば、フル解像度のフレームを保存する

場合は、ズームレベルを 100%に設定します。

ビデオプレビューの上にある拡大鏡ボタンを使用してズームレベルを変更できます。詳しくは、"メ

ディアの再生"ページの51.を参照してください。

［オプション］では、ファイルを保存する場所と形式を保存できます。詳しくは、"Catalyst Browse

オプションの編集"ページの137.を参照してください。
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オーディオレベルの調整とモニタ

［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にあるアクティビティペインのスピーカーをクリックすると、オーディオコ

ントロールが表示されます。

オーディオレベルを調整するには、マスタボリュームフェーダーをドラッグします。プレビュー中は、メーター

により、各オーディオチャンネルのレベルをモニタできます。

再生するオーディオチャンネルを選択するには、［チャンネルのルーティング］チェックボックスを使用しま

す。上の例では、1番目、3番目、5番目のチャンネルが左側のスピーカーから再生され、2番目、4番

目、6番目のチャンネルが右側のスピーカーから再生されます。

Catalyst Browseは、ステレオ出力デバイスのみをサポートします。

クリップ設定の編集

クリップの再生設定を編集するには、ビデオプレビューの上にある ボタンをクリックします。
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アナモフィックレンズで撮影したビデオを扱う際、トランスコード時に［水平方向にフリップ］、［垂
直方向にフリップ］、［プレビューの回転］、および［アナモフィックデスクイーズ］の設定を維持する

場合は、［エクスポート］ペインの［フリップ、回転、およびデスクイーズ設定を使用する］チェック

ボックスをオンにします。チェックボックスをオフにすると、レターボックスが適用されます。

詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。

項目 説明

水平方向にフリップ

垂直方向にフリップ

ビデオフレームを左右方向または上下方向にフリップするには、

［水平方向にフリップ］または［垂直方向にフリップ］スイッチをクリック

します。

プレビューの回転(角

度 )

ボタンを選択してビデオプレビュー画像を回転させます。

［自動］を選択すると記録されたクリップ回転メタデータを使用して

回転表示させることができます。あるいは0、90、180、または270を

選択して、クリップ回転を任意に設定できます。

アナモフィックデスクイー

ズ

［デスクイーズ］ボタンを選択してワイドスクリーンにアナモフィックスト

レッチを適用するか、［オフ］をクリックしてストレッチをオフにします。

セーフエリアの表示
ビデオプレビューでセーフエリアと中心点を有効にするには、このス

イッチをクリックします。

［セーフエリアの表示］が有効になっていると、フレームの90%(アク

ションセーフエリア)と80%(タイトルセーフエリア)がマークされた矩

形がフレーミングのガイドラインとしてCatalyst Browseに表示され

ます。

全画面プレビューを使用しているときは、オーバーレイは表示

されません。

マスキング率
このドロップダウンリストでは、ビデオプレビューの淡色表示を有効

にする設定を選択することにより、コンテンツ表示の見た目を指定

できます。
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項目 説明

全画面プレビューを使用しているときは、オーバーレイは表示

されません。

Sony製カメラのアスペクト マーカーがサポートされており、ク

リップを回転しても維持されます。

トランスコーディング時に選択したマスキング率を維持する場

合は、［エクスポート］ペインの［クロップの種類］ドロップダウン

リストから［マスキング率を使用］を選択します。

詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してくだ

さい。
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クリップの操作

Catalyst Browse個々のメディアクリップをコントロールできます。

メタデータの表示と編集

［メディアブラウザ］または［表示］モードのときに、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして、

［インスペクタ］ペインで現在選択されているファイルのメタデータを表示します。

ファイルに関連付けられたサマリー情報を表示するには、［サマリー］タブをクリックします。

ソースメディアと、GPS情報(存在する場合)などのメタデータの詳細を表示するには、［ファイル］タブを

クリックします。

ファイルに設定されているエッセンスマークを表示するには、［マークポイント］タブをクリックします。

現在のファイルにエッセンスマークが含まれる場合、それらはタイムライン上に で表示されます。

現在のクリップに不連続なタイムコードが含まれている場合、タイムライン上に不連続を示すインジケー

ターが表示されます。

CatalystがMXF コピー操作時に新規のノンリアルタイム (NRT) メタデータを作成した場合、不連続タイ

ムコードとエッセンスマークのメタデータが作成されます。

ソースクリップがNRT メタデータを含む場合は、新規のノンリアルタイムメタデータは作成されませ

ん。

［参照］モードにて、クリップリストが選択されている場合、そのクリップリストに関する追加情報が

［メタデータ］ペインに表示されます。［表示］( ［クリップリスト］または［クリップ］)モードの場合、選択

されているサブクリップに関する情報が［メタデータ］ペインに表示されます。詳しくは、"クリップリスト

の操作"ページの66.を参照してください。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、メタデータの編集機能は使用できませ

ん。

プロキシファイルのメタデータを編集した場合、フル解像度クリップのメタデータはデバイスにプロキシ

クリップをコピーしたときに更新されます。詳しくは、"ファイルのコピー"ページの22.を参照してくださ

い。
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マークイン/アウト ポイントの編集

［サマリー］タブをクリックします。

クリップのマークインポイントとマークアウト ポイントを編集するには、［マークイン］ボックスと［マークア

ウト］ボックスに新しい値を入力します。詳しくは、"再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"

ページの57.を参照してください。

サマリーメタデータの編集

1. ［サマリー］タブをクリックします。

［ロック解除］ボタン をクリックして、選択したファイルのサマリー情報の編集を有効にします。

2. 必要に応じ、［サマリー］タブの［ログ作成］セクションにて［フラグ］、［タイトル］、［作成者］および

［説明］設定を編集します。

選択した複数のファイルのメタデータを編集する際、ファイルのメタデータが一致しない場合は、

「(複数の値) 」と表示されます。値を編集すると、選択されたすべてのファイルのメタデータが変

更されます。
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3. 編集したメタデータの値を保存するには［保存］ をクリックし、編集を破棄するには［元に戻

す］ をクリックします。

すべてのメディア形式でサマリーメタデータをサポートしているわけではありません。

クリップがフラグメタデータを持つ場合、メディアブラウザモードではOK、NG(no good)、また

はKEEPインジケーターが表示されます：

フラグメタデータを使用して、[メディアブラウザ]のコンテンツをフィルタリングすることができま

す。詳しくは、"クリップのフィルタリング"ページの21.を参照してください。

エッセンスマークの編集

1. メタデータを表示する対象のクリップを選択します。

2. ［マークポイント］タブをクリックします。

3. エッセンスマークのラベルをクリックするか、タイムコード値をクリックして新しい値を入力します。

エッセンスマークの追加および編集は、ノンリアルタイム( NRT) メタデータのクリップについて

のみサポートされており、操作には、ボリュームに対する書き込みアクセス権が必要です。

FTPベースのクリップを選択している場合、エッセンスマークの編集は実行できません。

マークポイントの追加

1. メタデータを表示する対象のクリップを選択します。

2. ［マークポイント］タブをクリックします。
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3. ビデオプレビューの下のトラックバーをクリックして、マークポイントを追加するカーソル位置を設定

します(または、タイムコード表示をクリックして、特定の場所にカーソルを移動します)。

4. ［ポイントの追加］ボタンをクリックするか、［E］キーを押します。

エッセンスマークの追加および編集は、ノンリアルタイム( NRT) メタデータのクリップについて

のみサポートされており、操作には、ボリュームに対する書き込みアクセス権が必要です。

マークポイントの削除

1. メタデータを表示する対象のクリップを選択します。

2. ［マークポイント］タブをクリックします。

3. 削除したいエッセンスマークを選択します。

4. ［削除］ボタン をクリックします。

FTPベースのクリップを選択している場合、［削除］コマンドは使用できません。

クリップリストの操作

次のメディアタイプのクリップリストを作成および編集できます。

n XDROOT フォルダ のXDCAM メディア

n XDROOT フォルダ のXAVC メディア

n AxSフォルダ のRAW メディア

クリップリストはPD-EDL( .smi)形式のファイルであり、複数の短いビデオクリップで構成されるビデオプ

ロジェクトを作成できます。

クリップリストは、たとえばコンピュータにプロキシクリップをコピーし、プロキシクリップを使用してクリップリス

トを作成し、クリップリストをカメラやデッキにコピーするなど、帯域幅が制限された状況のプロキシワーク

フローで役立ちます。デッキでは、フル解像度のソースを使用してクリップリストが再生されます。

クリップリストを表示する場合、 は、同じボリュームから含められたクリップを意味し、 は他の

ボリュームから含められたクリップを意味します。
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クリップリストの作成

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. 使用するクリップを格納する または フォルダのルートに移動します。

3. クリップリストに含めるファイルを選択します。［Shift］キーまたは［Ctrl］キー( Windows) /［⌘ ］キー

( macOS)を押しながら選択すると、複数のファイルを選択できます。

4. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［選択範

囲の新規クリップリスト］を選択します。

クリップを選択せずにクリップリストを作成する場合は、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部

にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［新しい空のクリップリスト］を選択しま

す。

5. 新しいクリップリストの名前を入力して、［OK］をクリックします。

6. Catalyst Browse新規クリップリストがロードされ、［表示］モードになります。

クリップリストを開く

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. 開くクリップリストを格納する または フォルダのルートに移動します。

3. クリップリスト ( .smiファイル)をダブルクリックして開きます。

クリップの並べ替え

［クリップリスト］モードでは、クリップリスト上のクリップの追加、削除、および並び替えができます。［ク
リップリスト］モードに切り替えるには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［クリップリスト］ボタ

ンをクリックします。

クリップリスト内でクリップをドラッグして並べ替えることができます。クリップをドラッグしてクリップリスト

上の新しい位置にドロップして、クリップの位置を変更します。

クリップの操作 67



クリップの追加

［クリップリスト］モードでは、クリップリスト上のクリップの追加、削除、および並び替えができます。［ク
リップリスト］モードに切り替えるには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［クリップリスト］ボタ

ンをクリックします。

クリップリスト (.smi)ファイルが保存されているフォルダ内のクリップのみ追加できます。

クリップリストの最後にある［追加］ボタンをクリックすると、メディアブラウザが表示され、追加するク

リップを選択できます。

［クリップリスト］モードにて、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［追加］ボタンでもクリップ

の追加が可能です。

クリップを追加すると、タイムラインに縦線が追加され、クリップの境界線が確認できます。

クリップの削除

［クリップリスト］モードでは、クリップリスト上のクリップの追加、削除、および並び替えができます。［ク
リップリスト］モードに切り替えるには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［クリップリスト］ボタ

ンをクリックします。

クリップを選択し、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［削除］ボタン をクリックします。

クリップの編集

［クリップ］モードでは、クリップのマークインポイントとマークアウト ポイントをログ記録できます。
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［クリップ］モードでは、クリップの追加、削除、並べ替えを行うことはできません。クリップリストを

編集するには［クリップリスト］モードを使用してください。

1. 編集するクリップリストを開きます。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［クリップ］ボタンをクリックして、［クリップ］モードに切

り替えます。

また、［クリップリスト］モードでクリップをダブルクリックしても、［クリップ］モードに切り替える

ことができます。

3. 編集するクリップを選択します。

4. ［マークイン］ボタンと［マークアウト］ボタンを使用して、選択したクリップのマークインポイント

とマークアウト ポイントを調整します。

詳しくは、"再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.

クリップリストのメタデータの表示

［メディアブラウザ］または［表示］モードのときに、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして、

［インスペクタ］ペインでメタデータを表示します。

［参照］モードでは、現在選択されているクリップリストに関する追加情報が［メタデータ］ペインに表

示されます。

［表示］( ［クリップリスト］または［クリップ］)モードでは、選択されているサブクリップに関する情報が［メ
タデータ］ペインに表示されます。

詳しくは、"メタデータの表示と編集"ページの63.

クリップリストをもう一度デバイスに書き込む

クリップリストをもう一度デバイスに書き込むには、［メディアブラウザ］モードでクリップリストを選択し、

［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある ［コピー］ボタン をクリックします。詳しくは、"クリップの

保存と共有"ページの118.

EDLの操作

Catalyst Browseを使用すると、EDLをインポートできます。
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EDLのインポート

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、［EDLのインポー

ト］を選択します。［EDLのインポート］ダイアログボックスが表示されます。

2. インポートする EDLを選択します。

3. ［フレーム/秒］ドロップダウンリストから設定を選択し、EDLのフレームレートを設定します。

4. ［インポート］をクリックします。［EDL のインポート］ワークスペースにEDLのコンテンツが表示さ

れます。

クリップのリンクとリンク解除

EDLをインポートしたら、［EDL のインポート］ワークスペースを使用して、クリップをリンクおよびリン

ク解除できます。

クリップをリンクするには、クリップを選択し、［リンク］ボタン をクリック(またはリンク解除されたク

リップのサムネイルをダブルクリック)して、ソースメディアを参照します。

フォルダ内にその他のリンク解除されたクリップが存在すると、自動的にリンクされます。選択

したクリップのみをリンクする場合は、［自動的にクリップをリンク］チェックボックスをオフにしま

す。

クリップをリンク解除するには、クリップを選択し、［リンク解除］ボタン をクリックします。すべての

クリップをリンク解除する場合は、［詳細］ボタンをクリックし、メニューから［リンクをすべて解除］を
選択します。

クリップの置換

［メディアの置換］コマンドを使用すると、EDL 内のクリップを別のメディアファイルに置き換えること

ができます。

1. EDL内のクリップを選択します。

2. ［詳細］ボタンをクリックし、メニューから［メディアの置換］を選択します。

3. 新しいクリップを参照して、［OK］をクリックします。

カタログのエクスポート

Catalyst Browseには、フォルダー内にあるクリップのリストを PDFまたはCSV(コンマ区切り形式)でエク

スポートする機能があります。
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［PDFカタログの生成］コマンドと［CSVカタログの生成］コマンドは、FTPデバイス、CIFSを介した

XDCAM Stationのボリューム、XDCAMデッキ、XDCAM ドライブユニット、またはOptical Disc

Archiveボリューム上のクリップには使用できません。

Catalyst Browseで生成するカタログには、クリップ数が3個までの制限があります。

PDFカタログの生成

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. カタログに登録するフォルダーまたはクリップを選択します。

3. 以下どちらかの操作を実行して、選択したフォルダーからカタログを生成します。

n ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから

［PDFカタログの生成］を選択します。

n フォルダーを右クリックし、ショートカット メニューから［PDFカタログの生成］を選択します。

［カタログのエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［タイトル］ボックスに、カタログを識別するタイトルを入力します。このタイトルは、生成されるカタ

ログの上部に表示されます。

5. ［説明］ボックスに、カタログの説明を入力します。この説明は、生成されるカタログのタイトルの

下に表示され、カタログ内にあるクリップの内容を伝えるために使用されます。

6. ［PDFのエクスポート先］ボックスに、生成するカタログの保存先フォルダーを入力するか、［参照］
をクリックしてフォルダーを選択します。

7. ［レイアウト］ラジオボタンで、カタログの見た目を選択します。

n ［テキストと1枚のサムネイル画像］:メタデータのテキストと、最初のフレームのサムネイル

を表示します。

n ［テキストと3枚のサムネイル画像］:メタデータのテキストと、第 1、第 2、第 3フレームの

サムネイルを表示します。

ラジオボタンの下にあるスペースには、選択したレイアウトのサンプルが表示されます。

8. ［メタデータ］リストで、カタログに含めるメタデータ値のチェックボックスを選択します。

現在の選択内容をクリアするには、［メタデータ］リストの上部にある［ツール］ボタン をクリック

し、［デフォルトにリセット］または［すべてクリア］を選択します。

9. ［エクスポート］をクリックすると、選択した内容のカタログが生成されます。
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CSVカタログの生成

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. カタログに登録するフォルダーまたはクリップを選択します。

3. 以下どちらかの操作を実行して、選択したフォルダーからカタログを生成します。

n ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから

［CSVカタログの生成］を選択します。

n フォルダーを右クリックし、ショートカット メニューから［CSVカタログの生成］を選択します。

［カタログのエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

4. CSVファイルの保存先フォルダーを指定し、［ファイル名］ボックスにファイル名を入力します。

5. ［OK］をクリックすると、選択した内容のカタログが生成されます。

リレークリップの結合

Catalyst Browseを使用すると、AVCHD リレー記録クリップは 1つのクリップに結合することができます。

リレークリップは、複数のメディアカードにまたがる連続した記録です。

結合する前に、リレークリップを 1つのフォルダにコピーします。詳しくは、"クリップの保存と共有"

ページの118.を参照してください。

1. 結合するクリップを選択します。

クリップは同じオペレーティングポイントである必要があり、タイムコードは連続している必要

があります。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、［リレークリップの結

合］を選択します。［リレークリップの結合］ダイアログボックスが表示されます。

FTPベースのクリップを選択している場合、［リレークリップの結合］コマンドは使用できませ

ん。

3. ［結合されたファイルの名前］ボックスに、新しいクリップに使用する名前を入力します。

4. ［OK］をクリックします。

マルチカメラクリップの同期

Catalyst Browseを使用して、マルチカメラ撮影のクリップでオーディオを同期させることができます。
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クリップを同期させると、選択したクリップのマークインポイントが必要に応じて調整され、クリップを同期さ

せて再生できます。Catalyst Browseでクリップを同期させると、ノンリニアエディタでマルチカメラビデオを

編集するプロセスを効率化できます。

1. 同期させるMXFクリップを選択します。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、［マルチカメラクリップ

の同期］を選択します。

クリップの分析と同期が行われている間、進行状況が表示されます。

FTPベースのクリップを選択している場合、［マルチカメラクリップの同期］コマンドは使用で

きません。

クリップの手ブレ補正

Catalyst Browseでは、クリップのメタデータを使用して画像を手ブレ補正することができます。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. 手ブレ補正するクリップを選択します。サムネイル上の は、手ブレ補正メタデータを含むクリッ

プを示します。

手ブレ補正アイコンは、FTPデバイス、CIFSを介したXDCAM Stationのボリューム、

XDCAMデッキ、XDCAM ドライブユニット、またはOptical Disc Archiveボリューム上のク

リップでは表示されません。

メタデータを使用した手ブレ補正を有効化するためのカメラ設定に関する情報については、

ソフトウェアアプリケーションに関する情報をご覧ください。

クリップの録画中にカメラ設定を変えたり、レンズを取り外したりすると、クリップの手ブレ補正

がサポートされません。

クリップの操作 73

https://support.d-imaging.sony.co.jp/app/disoft/en/#catalyst


3. ［クリップの補正］ワークスペースを表示するには、以下いずれかの操作を実行します。

n Catalyst Browseウィンドウの下部にある［手ブレ補正］ボタン をクリックします。

n ［メディアブラウザ］ペイン内のクリップを右クリックし、ショートカット メニューから［クリップの手

ブレ補正］を選択します。

複数のクリップが選択されている場合、［手ブレ補正］ボタン は使用できません。

［Catalyst Browse］ウィンドウのサイズを変更すると、［調整］メニュー の［色の調整］

、［レンズブリージング補正］ 、［クリップの手ブレ補正］ ボタンを使用できます。
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4. ［クリップの補正］ワークスペースを使用して、選択されたクリップに対する手ブレ補正設定のプレ

ビューと調整を行います。

a. マークイン/アウト ポイントを設定して、クリップの補正対象部分を指定します。詳しくは、"

再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.を参照してください。
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b. ［手ブレ補正モード］設定を選択します。
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o インスペクタにある［自動］ボタンを選択して、手ブレ補正を自動調整します。

項目 説明

最小

トリミ

ング

比

スライダーをドラッグして、クリップの手ブレ補正に適用できるトリミングの

量を設定します。

この設定は、対象となるクリップの選択変更や［クリップの補正］ワークス

ペースの終了操作をしても保持されます。

［最小トリミング比］を大きく設定しすぎると、深刻な手ブレが発生

しているクリップに手ブレ補正を適用した場合、フレームの周囲に

黒枠ができることがあります。このため手動モードでデフォルトのトリ

ミング比値に近い値を使用することをお薦めします。デフォルトの

手動トリミング比を確認するには、［手動］ボタンをクリックし、［トリ

ミング比］スライダーハンドルをダブルクリックして設定をデフォルトに

リセットします。

［補
正後

のトリ

ミング

解像

度］

トリミング後の手ブレ補正済みフレームのサイズが表示されます。

［最
小の

トリミ

ング

解像

度］

［最小トリミング比］設定に応じた、手ブレ補正済みフレームの最小サ

イズが表示されます。

クリップの操作 77



o 手ブレ補正を自分で調整する場合は、［手動］ボタンを選択します。

項目 説明

クロッ

プ比

スライダーをドラッグして、クリップの手ブレ補正に適用できるトリミングの

最大量を設定します。

この設定は、選択されているクリップを変更しても保持されます。

手ブレが大きい映像に対して、デフォルト値よりも大きなトリミング

比を使用して手ブレ補正した場合、画面端に黒い領域が表示さ

れる可能性があります。デフォルト値に近いクロップ比設定を使用

することを推奨します。スライダーハンドルをダブルクリックして、設

定をデフォルトにリセットすることができます。

［補
正後

のトリ

ミング

解像

度］

トリミング後の手ブレ補正済みフレームのサイズが表示されます。

1. ［分析］ボタンをクリックすると、選択したクリップの分析が実行され、クリップの手ブレ補正結果が

プレビューの表示に反映されます。

分析処理の後、情報パネルの［出力のサマリー］セクションにクリップ補正後の解像度が表示さ

れます。

2. プレビューモードを選択して、変更適用前に元のビデオと手振れ補正後のビデオを比較できま

す。タイムラインの下にあるトランスポート コントロールを使用してクリップをプレビュー可能にするに

は、ビデオプレビューの上にある［適用前 /適用後］ボタンをクリックします。

n 適用前：クリップは元の状態で表示されます。

n 適用後：トリミングされ手ブレ補正されたクリップが表示されます。

n 2アップ：2つのフルフレームが分割画面ビュー(元のビデオが左側、手ブレ補正済

みビデオが右側 )に表示されます。

3. 設定した補正効果が適用されたクリップを保存するには、［Catalyst Browse］ウィンドウの最上

部にある［エクスポート］ボタン をクリックし、［エクスポート］ペインを使用してエクスポートされ

るファイルのエクスポート先と形式を選択します。［エクスポート］ペインの下にある［エクスポート］
ボタンをクリックし、選択されたクリップのエクスポートを開始します。

コントロールについて詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118を参照してください。
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レンズブリージング補正

レンズブリージングとは、フォーカスが変化したときにレンズの画角や焦点距離が変動する現象のことで

す。Catalyst Browseでは、クリップのメタデータを利用してレンズブリージングの影響を補正することがで

きます。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. 補正するクリップを選択します。サムネイルの は、レンズブリージング補正メタデータが埋め込

まれたクリップであることを示します。

レンズブリージング補正アイコンは、FTPデバイス、CIFSを介したXDCAM Stationのボ

リューム、XDCAM デッキ、XDCAM ドライブユニット、またはOptical Disc Archiveボリューム

上のクリップでは表示されません。

メタデータを使用した補正を有効化するためのカメラ設定に関する情報については、ソフト

ウェアアプリケーションに関する情報を参照してください。

クリップの録画中にカメラの設定変更やレンズ交換を行うと、レンズブリージング補正がサ

ポートされなくなります。

3. ［クリップの補正］ワークスペースを表示するには、以下いずれかの操作を実行します。

n ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［レンズブリージング］ボタン をクリックしま

す。

n ［メディアブラウザ］ペイン内のクリップを右クリックし、ショートカット メニューから［レンズブ

リージング補正］を選択します。

複数のクリップが選択されている場合、［レンズブリージング］ボタン は使用できません。

［Catalyst Browse］ウィンドウのサイズを変更すると、［調整］メニュー の［色の調整］

、［レンズブリージング補正］ 、［クリップの手ブレ補正］ ボタンを使用できます。
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4. ［クリップの補正］ワークスペースを使用して、選択されたクリップに対する補正設定のプレビューと

調整を行います。

a. マークイン/アウト ポイントを設定して、クリップの補正対象部分を指定します。詳しくは、"

再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.を参照してください。

b. レンズブリージング補正の［補正モード］設定を選択します。

o インスペクターの［自動］ボタンを選択すると、トリミングが自動調整されます。

項目 説明

最小

トリミ

ング

比

スライダーをドラッグして、レンズブリージング補正に適用してよいトリミン

グの量を設定します。

この設定は、対象となるクリップの選択変更や［クリップの補正］ワークス

ペースの終了操作をしても保持されます。

［最小トリミング比］を大きく設定しすぎると、深刻なレンズブリージ

ングが発生しているクリップにレンズブリージング補正を適用した場

合、フレームの周囲に黒枠ができることがあります。このため手動

モードでデフォルトのトリミング比値に近い値を使用することをお薦

めします。デフォルトの手動トリミング比を確認するには、［手動］ボ
タンをクリックし、［トリミング比］スライダーハンドルをダブルクリックし

て設定をデフォルトにリセットします。

［補
正後

のトリ

ミング

解像

度］

トリミング後の補正済みフレームのサイズが表示されます。

［最
小の

トリミ

ング

解像

度］

［最小トリミング比］の設定に応じた、補正済みフレームの最小サイズが

表示されます。

o レンズブリージング補正を適用しないようCatalyst Browseに指示するには、［オ
フ］ボタンを選択します。カメラ内でレンズブリージング補正が行われている場合、

その効果は維持されます。
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1. ［分析］ボタンをクリックすると、選択したクリップの分析が実行され、クリップの補正結果がプレ

ビューの表示に反映されます。

分析処理の後、情報パネルの［出力のサマリー］セクションにクリップ補正後の解像度が表示さ

れます。

2. プレビューモードを選択して、変更適用前に元のビデオとレンズブリージング補正後のビデオを比

較できます。タイムラインの下にあるトランスポート コントロールを使用してクリップをプレビュー可

能にするには、ビデオプレビューの上にある［適用前 /適用後］ボタンをクリックします。

n 適用前：クリップは元の状態で表示されます。

n 適用後：トリミングと補正を適用したクリップが表示されます。

n 2アップ：画面が左右に分割され、補正前(左側 )、補正後(右側 )の2つのビデオ

がそれぞれフルフレームで表示されます。

レンズブリージング補正と手ブレ補正の両方が有効になっている場合、Catalystによるレン

ズブリージング補正の効果は、カメラ内の補正機能と比べて弱くなることがあります。［プレ

ビュー］ペインで元のクリップと補正後のクリップを確認し、クリップ補正結果をエクスポートす

る前に必要に応じて、［手ブレ補正モード］または［補正モード］を［オフ］に設定してくださ

い。

3. 設定した補正効果が適用されたクリップを保存するには、［Catalyst Browse］ウィンドウの上部

にある［エクスポート］ボタン をクリックし、［エクスポート］ペインで、ファイルのエクスポート先と

形式を選択します。［エクスポート］ペインの下にある［エクスポート］ボタンをクリックし、選択され

たクリップのエクスポートを開始します。

コントロールについて詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118を参照してください。

フラッシュバンドの補正

カメラフラッシュを使用すると、ビデオに光の帯が生成される場合があります。

Catalyst Browseでは、フラッシュバンドを検出して削除できます。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、フラッシュバンドの補正機能は使用できま

せん。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。

2. 補正するクリップを選択します。
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3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、［フラッシュバンドの

補正］を選択します。［フラッシュバンド］ワークスペースが表示されます。

4. ［フラッシュバンド］ワークスペースを使用して、以下のように補正するフラッシュバンドを識別しま

す。

a. マークイン/アウト ポイントを設定して、クリップのスキャンする部分を指定します。詳しく

は、"再生のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.を参照してください。

b. ［検出］ボタン をクリックし、自動的にクリップをスキャンしてフラッシュバンドをマークし

ます。マーカー がタイムラインに追加され、エントリがインスペクタで作成されます。

フラッシュバンドの自動検出は、MXFクリップにのみ使用できます。フラッシュバンド

を手動でマークするには、トランスポート コントロールの下のトラックバーをクリックし

て、再生位置インジケータを設定し、インスペクタの［追加］ボタン をクリックしま

す。

フラッシュバンドの補正方法が自動か手動であるかによって、異なる結果が生じるこ

とがあります。

フラッシュバンド マーカーを削除するには、インスペクタで選択し、［削除］ボタン

をクリックします。

ビデオプレビューの右上隅にある［適用前］または［適用後］ボタンをクリックしてプレビューモード

を選択すると、変更を適用する前に、元のビデオと補正したビデオを比較できます。

n 適用前：色補正適用前の画が表示されます。

n 適用後：色補正適用後の画が表示されます。

1. ［補正］をクリックします。トランスコードのダイアログが表示され、補正したファイルの設定を選択

できます。

詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。

回転したクリップの操作

クリップがカメラ回転メタデータと同時に記録された場合、Catalyst Browseがクリップのサムネイルとビ

デオプレビューをどのように扱うかを選択することができます。

サムネイル上の は、回転したクリップを示します。詳しくは、"メディアの検索"ページの17.
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クリップのサムネイルの回転

1. [オプション] ボタンをクリックして、アプリケーションのオプションを編集します。

2. [サムネイルを自動的に回転する]スイッチを有効にすると、メディアブラウザモードにおいてク

リップ回転メタデータを検出し、サムネイル画像を調整します。

スイッチがオフの場合、サムネイル表示時に回転メタデータは無視されます。
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ビデオプレビューの回転

1. メディアブラウザモードのクリップをダブルクリックして、プレビュー表示します。

2. ビデオプレビューの上部にある ボタンをクリックします。

3. [クリップ設定 ]で、プレビューの回転(度 )ボタンを選択して、ビデオプレビュー画像を回転させま

す。

[自動 ]を選択すると記録されたクリップ回転メタデータを使用して回転表示させることができま

す。あるいは0、90、180、または270を選択して、クリップ回転を任意に設定できます。

詳しくは、"メディアの再生"ページの60.
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色補正の適用

1つのプロジェクト内で複数のカメラを使用した場合や、ショットによって照明が異なる場合は、作成され

たクリップの状態に大きな相違が出ることがあります。色補正を使用して、このような相違を最低限に抑

えたり、芸術的な外観にしたりすることができます。

色補正の設定は、すべてのクリップに一様に適用されます。色補正の設定をファイルに反映させる

には、トランスコードして新しいファイルを生成します。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの

118.を参照してください。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、色補正の機能は使用できません。

色調整コントロールの編集

カラーグレーディングをすべてのクリップに一様に適用するには、インスペクタ の色調整コントロールを

使用します。色補正の設定をファイルに反映させるには、トランスコードして新しいファイルを生成しま

す。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、色調整の機能は使用できません。

色調整用のクリップ/クリップリストのロードと、波形、ヒストグラム、およびベクトルス

コープモニタの構成

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックして、メディアブラウ

ザを表示します。
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2. ［色の調整］ワークスペースを表示するには、以下いずれかの操作を実行します。

n ［メディアブラウザ］ペインでクリップを 1つ選択し、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部に

ある［色の調整］ボタン をクリックします。

［Catalyst Browse］ウィンドウのサイズを変更すると、［調整］メニュー の［色の

調整］ 、［レンズブリージング補正］ 、［クリップの手ブレ補正］ ボタンを

使用できます。

n ［メディアブラウザ］ペイン内の画像を右クリックし、ショートカット メニューから［色の調整］
を選択します。

n メディアブラウザ内のクリップまたはクリップリストをダブルクリックすると、そのクリップがロード

されます。［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。

［Catalyst Browse］ウィンドウの［色の調整］ワークスペースに、波形 /ヒストグラム/ベクトル

スコープモニタ、ビデオプレビュー、およびビデオの色を調整するためのカラーコントロール

が表示されます。
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3. 波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、およびビデオプレビューウィンドウで、カラー値を変更し

ながら調整結果をモニタできます。

［オプション］の［プレビューの色空間］設定は、波形、ヒストグラム、およびベクトルスコープにも適

用されるため、スコープを使用してビデオを確認できます。詳しくは、"Catalyst Browseオプション

の編集"ページの137.を参照してください。
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n 波形モニタを切り替えるには、ウィンドウの下部にある［波形］ボタン をクリックします。

波形モニタには、ビデオ信号の輝度値(明るさまたはYコンポーネント )が表示されます。

モニタは垂直軸で輝度値をプロットし、水平軸はフレーム幅に相当します。

オーバーレイ( )またはRGB独立 ( )の波形を表示します。以下のボタンで各

コンポーネントを単独で表示します。

波形設定

［波形の設定］メニューを開くには、［設定］ボタン をクリックします。［波形の設定］メ

ニューを使用して、波形モニタのスケールを変更したり、HDR クリップのグレーディングを行

うときのAIR Matchingを有効にしたりすることができます。

［設定］ボタン は、［作業色空間］ドロップダウンが［Rec-2020/S-Log3( HDR) ］

に設定されていて、［プレビューの色空間］ドロップダウンが［Rec.2020/S-Log3］、
［Rec.2020/HLG］、［Rec.2020/HLG AIR Matching］、［Rec.2020/HLG(バイパス

OOTF) ］、［Rec.2020/PQ］、［Rec.2020/PQ AIR Matching］、または

［Rec.2020/PQ(バイパスOOTF) ］に設定されている場合にのみ使用できます。

詳しくは、"色管理設定"ページの139か "Catalyst Browseオプションの編集"ペー

ジの137.

［%］または［Nits］ボタンをクリックすると、波形に表示される単位を変更できます。

［プレビューの色空間］が［Rec.2020/HLG］、［Rec.2020/HLG AIR Matching］か
［Rec.2020/HLG(バイパスOOTF) ］に設定されている場合は、1000 cd/m2をピーク

輝度として［Nits］値が計算されます。

［プレビューの色空間］ドロップダウンが、［Rec.2020/S-Log3］に設定されている場合は、

［AIR Matching］スイッチを使用してAIR( Artistic Intent Rendering) Matchingを切り替

えて、Rec.2020/S-Log3ベースのグレーディングと、構成されているHLG( hybrid log-

gamma)またはPQ( Perceptual Quantizer)モニタの映像を同じにすることができます。

［プレビューの色空間］ドロップダウンが［Rec.2020/HLG AIR Matching］または

［Rec.2020/PQ AIR Matching］に設定されている場合、［AIR Matching］スイッチは

自動的にオンになります。
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n ヒストグラムモニタを切り替えるには、ウィンドウの下部にある［ヒストグラム］ボタン をク

リックします。

ヒストグラムモニタには、各カラー値に一致するピクセル数を表現します。垂直軸はピクセ

ル数を表し、水平軸は 0 ～ 255のRGBカラーの範囲を表します。

オーバーレイ( )またはRGB独立 ( )のヒストグラムを表示します。以下のボタ

ンで各コンポーネントを単独で表示します。

n ベクトルスコープモニタを切り替えるには、ウィンドウの下部にある［ベクトルスコープ］ボタン

をクリックします。

ベクトルスコープモニタを使用すると、ビデオ信号のクロミナンス値 (カラーコンテンツ)をモ

ニタできます。モニタは、カラーホイールの色相と彩度をプロットします。

ベクトルスコープには、ブロードキャストに規定されている赤 ( R)、マゼンタ( Mg)、青 ( B)、

シアン( Cy)、緑 ( G)、および黄色 ( Yl)の彩度のターゲットが表示されます。ビデオ信号の

個々の色は、ベクトルスコープ内ではドットとして表示されます。スコープの中心からドット

までの距離は彩度を表し、ドットからスコープの中心までの線の角度は色相を表します。

例えば、画像に青の色合いがある場合、ベクトルスコープ内でのドットの分布はカラーホ

イールの青の部分に集中します。画像が範囲外の青の値を含む場合は、ベクトルスコー

プの表示は青のターゲットを超えます。

ベクトルスコープを使用して、シーンとシーンの間の色を調整できます。調整をしないと、

複数のカメラで撮影したシーン間の色味が明らかに異なる場合があります。

［ベクトルスコープの設定］メニューを開くには、［設定］ボタン をクリックします。

［ベクトルスコープの設定］メニューを使用すると、スコープのモノクロ表示の切り替え、ス

コープのスケールの変更、スコープに表示されている色の明るさの調整、スコープのガイド

(格子線)の明るさの調整を行うことができます。

ブロードキャスト用に色補正を行う場合は、75%の［スケール］設定を使用します。

より広範な色再現域を持つフィルムまたはWeb配信用に色補正を行う場合は、

100%の設定を使用します。

n ［ビデオプレビュー］ウィンドウにはポジションバーが示す位置の画が表示されます。

プレビューモードを選択するには、ビデオプレビューの右上隅にある［プレビュー］ボタンをクリックし

ます。分割画面プレビューでは、ビデオプレビューと波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタを分

割できるので、補正前と補正後のビデオを同時に確認できます。
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n 適用前：色補正適用前の画が表示されます。

n 適用後：色補正適用後の画が表示されます。

n 分割：画面分割で表示されます。左側が色補正適用前、右側が適用後です。

分割場所を移動する場合は、プレビューフレーム上にカーソルを置きます。分割ポ

イントが表示されたら、画面の上部と下部にあるハンドルをドラッグして、プレビューを

分割する場所を調整できます。

n 2アップ：Side by sideで表示されます。左側が色補正適用前、右側が適用後で

す。

カラーホイールの調整

［色の調整］ワークスペースには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部に、リフト、ガンマ、ゲイン用の

カラーホイールがあります。現在のレベルが視覚的に表されるので、色を直感的に調整できます。コ
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ントロールの調整中は、波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタとビデオプレビューがリアルタイムで

更新されるので、その場で調整結果を確認できます。

カラーホイールは、ASC-CDL( American Society of Cinematographers Color Decision List)パラ

メーターを編集するために使用します。

カラーホイールの表示 /非表示を切り替えるには、［ホイール］ボタン をクリックします。

カラーホイールの中心点をドラッグし、各 Hue、Saturationを調整します。また、RGBのすべてのコン

ポーネントの輝度を同時に上げるには、カラーホイールの横にあるスライダーをドラッグします。カラー

ホイールをリセットするには、ポイントをダブルクリックします。輝度をリセットするには、スライダーハンド

ルをダブルクリックします。

また、カラーホイールの調整にTangent Controlを使用することもできます。詳しくは、"色補正の適

用"ページの100.

色補正コントロールをドラッグすることで、少しずつ調整されます。コントロールを大きく動かすに

は、［Shift］キーを押しながらコントロールをドラッグします。
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色空間の選択

［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして

表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインの［色空間］セクションに、ソース

とグレーディングに使用する色空間が表示されます。

選択された色空間が、ソース色空間に対応しておらず、エクスポートできない場合は、警告が

表示されます。

ソース色空間の選択

ソースの色空間を設定するには、［ロック解除］ボタン をクリックしてから、［ソース］ドロップダウ

ンリストで色空間を選択します。設定を選択すると、ビデオプレビューが更新されます。ソース色

空間は自動的に検知されるので、通常は変更する必要がありません。

RAWまたはX-OCNビデオの場合、［ロック解除］ボタン は表示されません。

［インスペクタ］ペインの下部にある［リセット］ボタン をクリックすると、［ソース］の色空間

をクリップのメタデータに基づいてリセットできます。。

HDR/広色再現域の色空間の変換

［ソース］ドロップダウンリストで HDR色空間または広色再現域色空間が選択されている場合

は、［変換形式］ドロップダウンリストから別のHDR/WCG色空間を選択し、選択した色空間の

グレーディングを適用したり、選択した色空間で使用できるルックプロファイルを適用したりできま

す。

また、［変換形式］> ［709(800)］を選択すると、HDR/WCGクリップをRec.709に変換することも

できます。［709(800)］設定では、1D曲線が適用されます。3D LUTを使用してHDR/WCG ク

リップを変換する場合は、ルックプロファイルを適用する必要があります。

［変換形式］ドロップダウンは、［作業色空間］の設定が［Rec.709］、［ログ］、または

［ACES］のいずれかで、S-Gamut、RAW、およびX-OCNのソースメディアを処理する場合

にのみ使用できます。

詳しくは、"ルックプロファイルの適用"ページの95,"ハイパーガンマへのグレーディング"ページの

103,または"色補正の適用"ページの106.を参照してください。
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作業色空間の表示

［作業］ボックスには、カラーグレーディングに使用される色空間が表示されます。設定を変更す

るには、［オプション］ ボタンをクリックして、［作業色空間］ドロップダウンリストから設定を選

択します。

ビデオプレビューの色空間の表示

［プレビュー］ボックスには、Catalyst Browseビデオプレビューウィンドウに使用される色空間が表

示されます。設定を変更するには、［オプション］ ボタンをクリックして、［プレビューの色空間］

ドロップダウンリストから設定を選択します。

外部モニタの色空間の表示

外部モニタが有効になっている場合は、［外部モニタ］ボックスに、外部モニタに使用される色空

間が表示されます。設定を変更するには、［オプション］ ボタンをクリックして、［外部モニタの

色空間］ドロップダウンリストから設定を選択します。

2台目の外部モニタが接続されている場合、2台目ではプレビューの色空間が使用されます。

露出、温度、濃淡の調整

［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして

表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインの［ソース設定］セクションに［露
出］、［温度］、［濃淡］の各スライダーがあり、クリップの色情報を調整できます。

すべての色空間に対して、露出、温度、濃淡は使用できません。

Exposure Index( EI)

対応しているソース色空間を採用したクリップを選択すると、［EIモード］コントロールが表示されま

す。いずれかの［EIモード］ボタンをクリックして、露光指数の適用方法を選択します。
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ファイルにEI メタデータが埋め込まれている場合、［インスペクタ］ペインの［ファイル］タブにEIが

表示されます。

モード 説明

メタ

データ

カメラの設定に基づく露出メタデータを自動的に適用するには、［メタデータ］を選択

します。［露出］バー( 1)と［EI］インジケーター( 2)にEI値が表示されます。

EI メタデータを含んだクリップを選択すると、このモードがデフォルトで有効になります。

ISOおよびEIの値には、再生停止時における現在のフレームの値が表示され

ます。

手動 露出を手動で設定する場合は、［手動］を選択します。

［露出］スライダー( 1)に現在のEI メタデータの値が黒の線で表示され、現在の値の

下にEIインジケーター( 2)が表示されます。

このスライダーをドラッグするとビデオ全体の明るさを調整できます(すべてのフレームに

一律の値が適用されます)。

オフ 露出の調整をオフにするには、［オフ］をクリックします。調整スライダーと露出値は表

示されなくなり、元のままの感度が適用されます。

温度

［温度］のスライダーをドラッグすると、ビデオの色温度 (単位はケルビン)が調整できます。色温度を

調整すると、メタデータに保存されている色温度にオフセットされた値で Red Gain、Blue Gainが調

整されます。

カメラに色温度メタデータが保存されていない場合、Catalyst Browseではデフォルト設定の

3200Kが使用されます。
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濃淡

［濃淡］のスライダーをドラッグして、ビデオのカラーバランスを調整します。色温度を調整すると、メタ

データに保存されている Tintの設定にオフセットされた値でMagenta Gain、Green Gainに調整さ

れます。

コントロールをダブルクリックすると、その値がリセットされます。

ルックプロファイルの適用

［ルック］コントロールは、［作業色空間］の設定が［Rec.709］または［Log］のとき、HDRクリップにルッ

クプロファイルやLUTを適用するために使用します。

［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして

表示します。［色の調整］ワークスペースの［インスペクタ］ペインにある［ルック」セクションのコントロー

ルでは、LUT をメタデータに基づいて自動的に適用するか、手動で適用するか、または LUT の処理

をオフにすることができます。

カスタムルックプロファイルの追加方法については、下の表で［手動］モードの欄を参照してください。

ルックの適用方法を選択するには、いずれかの［LUT モード］ボタンをクリックします。

モード 説明

メタ

データ

カメラの設定に基づく LUT メタデータを自動的に適用するには、［メタデータ］を選択しま

す。［埋め込み LUT］ボックスにLUT メタデータが表示されます。

このモードは、対応しているメタデータがクリップに埋め込まれている場合のみ使用できま

す。LUT メタデータを含んだクリップを選択するとこのモードがデフォルトで有効になります。

ファイルにLUT メタデータが埋め込まれている場合、［メディアブラウザ］ペインに

バッジが表示され、［インスペクタ］ペインの［ファイル］タブにLUTが表示されます。

手動 LUT を手動で設定する場合は、［手動］を選択します。

n ［変換先］:クリップを別の色空間に変換する場合、このドロップダウンリストから設

定を選択します。
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モード 説明

n ［ルックプロファイル］:［変換先］の設定が［S-Gamut3.Cine/S-Log3］または［S-
Gamut3/S-Log3］である場合、適用するルックプロファイルをここで選択できます。

ルックプロファイル( .cubeファイルなど)をCatalyst Browseに追加するには、

それらのファイルを以下のフォルダに保存し、アプリケーションを閉じてから再起

動します。

Windows：C:\Users\<ユーザー名

>\Documents\Sony\Catalyst\Color\Looks\

macOS:/Users/<ユーザー名

>/Documents/Sony/Catalyst/Color/Looks/

o sgamut-slog2サブフォルダーは、S-Gamut/S-Log2ソースに使用さ

れます。

o sgamut3cine-slog3サブフォルダーは、S-Gamut3.Cine/S-Log3

ソースまたは［変換先］の選択肢に使用されます。

o sgamut3-slog3サブフォルダーは、S-Gamut3/S-Log3ソースまたは

［変換先］の選択肢に使用されます。

o rec709-hlgサブフォルダーはRec.709/HLGソース用です。

o rec2020-hlgサブフォルダーはRec.2020/HLGソース用です。

o rec2020-pqサブフォルダーはRec.2020/PQソース用です。

o rec2020-slog3サブフォルダーはRec.2020/S-Log3ソース用です。

クリップのメタデータにルックプロファイルが指定されていない場合に、デフォルト

のルックプロファイルを設定して適用するには、［手動］ボタンをクリックし、

［ルックプロファイル］ドロップダウンリストから設定を選択します。［ルック］見出

しの［ルックツール］ボタン をクリックし、［デフォルトに設定］を選択します。

クリップの現在のルックプロファイルをデフォルトに置き換える場合は、［手動］

ボタンをクリックし、［ルックツール］ボタン をクリックして、［デフォルトにリセッ

ト］を選択します。

オフ ルックの設定をオフにするには、［オフ］をクリックします。

クリップのメタデータに基づいて［ルックプロファイル］をリセットするには、［インスペクタ］ペインの下

部にある［リセット］ボタン をクリックします。
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トーン曲線の調整

［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして

表示します。［インスペクタ］ペインの［トーン曲線］セクションに、赤、緑、青チャンネルをグラフィカルに

調整することができるカラー曲線が表示されます。コントロールの調整中は、波形 /ヒストグラム/ベクト

ルスコープモニタとビデオプレビューがリアルタイムで更新されるので、その場で調整結果を確認でき

ます。

n
特定のチャンネルを調整するには、カラー曲線 の下の［赤］、［緑］、または［青］ボ

タンをクリックします。すべてのRGBコンポーネントを同時に調整するには、［白］ボタンをクリックし

ます。

n コントロールポイントを追加するには、座標上いずれかの点をクリックします。

n コントロールポイントを選択して、ドラッグして調整します。

n コントロールの調整中は、波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタとビデオプレビューがリアルタイ

ムで更新されるので、その場で調整結果を確認できます。選択したコントロールポイントを削除

するには、［ポイントの削除］ をクリックします。

n すべてのコントロールポイントを削除するには、［インスペクタ］ペインの下部にある［リセット］ボタン

をクリックします。

色補正スライダーの調整

［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックして

表示します。［色の調整］ワークスペースの［インスペクタ］ペインの［色補正］セクションに、赤、緑、青

チャンネルの値を調整できる［明るさ］、［コントラスト］、［彩度］、［リフト］、［ガンマ］、［ゲイン］スライ

ダーが表示されます。コントロールの調整中は、波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタとビデオプレ

ビューがリアルタイムで更新されるので、その場で調整結果を確認できます。

スライダーは、ASC-CDL( American Society of Cinematographers Color Decision List)パラメー

ターを編集するために使用します。

正確に制御するには、［Ctrl］キー( Windows)または［⌘ ］キー( macOS)を押しながらドラッグす

るか、数値をクリックして新しい値を入力します。

［明るさ］スライダーをドラッグすると、ビデオ全体の明るさを調整できます。

［コントラスト］スライダーをドラッグすると、ビデオ全体のコントラストを調整できます。
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明るさとコントラストは、ASC-CDLファイルを使用して明示的に保存されません。ASC-CDL ファ

イルをエクスポートすると、［明るさ］および［コントラスト］の設定は、その他の色補正の値に組み

込まれます。エクスポートしたASC-CDLファイルを再ロードすると、［明るさ］および［コントラス

ト］は 0に設定されます。

色の設定をCatalyst BrowseおよびCatalyst Prepare と交換する場合は、［Catalyst

Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［プリセットの保

存］を選択して［明るさ］および［コントラスト］の設定を維持します。

詳しくは、"色補正の設定のエクスポート "ページの111と"色補正の適用"ページの98.を参照

してください。

［彩度］のスライダーをドラッグすると、ビデオの色の全体濃度を調整できます。

リフト、ガンマ、ゲインを調整するには、［R］、［G］、［B］スライダーをドラッグして各パラメーターの赤、

緑、青コンポーネントを調整するか、［Y］スライダーをドラッグして、すべてのRGBコンポーネントの輝

度を調整します。

コントロールをダブルクリックすると、その値がリセットされます。

直前に行った操作を取り消すには、［取り消し］ ボタンをクリックし、直前に取り消した操作

を戻すには、［やり直し］ ボタンをクリックします。

すべての色補正をリセットするには、［インスペクタ］ペインの下部にある［リセット］ボタン を

クリックします。

色補正の設定の適用

カラーグレーディング情報交換用のカラープリセットまたはASC-CDL (American Society of

Cinematographers Color Decision List)ファイルをロードするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部

にある［ツール］ボタン を使用します。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、色補正の機能は使用できません。

カラープリセットの適用

カラープリセットには、ソース設定 (露出、温度、濃淡 )、ルックプロファイル、トーン曲線、および

ASC-CDL設定が含まれています。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。
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1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。

5. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［プリセッ

トのロード］を選択します。

6. ［プリセットのロード］ダイアログで、Catalystカラー (.ccolor) ファイルを選択します。

プリセットは、デフォルトでは以下のフォルダに保存されます。

Windows：C:\Users\<ユーザー名>\Documents\Sony\Catalyst\Color\

macOS:/Users/<ユーザー名>/Documents/Sony/Catalyst/Color

7. ［ロード］をクリックします。

選択した色設定がロードされ、開いているすべてのクリップに適用されます。
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ASC-CDLファイルの適用

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。

5. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［ASC-

CDLのロード］を選択します。

6. ［ASC-CDLのロード］ダイアログで a *.cdl ファイルを選択します。

7. ［ロード］をクリックします。

選択した色設定がロードされ、開いているすべてのクリップに適用されます。

Tangent Controlの使用 をご参照ください

Tangent Element Tk/Kb/Bt/Mf/Vs、Waveによる色補正パラメータの操作が可能です。

Tangent ElementはUSBにて接続する必要があります。Tangent Element-Vsを使用する際に

は、Catalyst Browseが動作している PCと同じ Domainのネットワークに接続する必要がありま

す。

事前にTangent Hubを PCにインストールする必要があります。

Tangent HW/SWに関する設定、使用方法はTangent付属のドキュメントを参照してください。

Controlのマッピングについては、各 Controlに搭載されているDisplayで確認するか、Tangent Mapper

アプリケーションをご使用ください。

ビデオスタイル (Rec.709) カラーグレーディング

ビデオソースのカラーグレーディングワークフローを以下に示します。

カラーグレーディングをすべてのクリップに一様に適用するには、インスペクタ の色調整コントロールを

使用します。色補正の設定をファイルに反映させるには、トランスコードして新しいファイルを生成しま

す。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。
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Rec.709へのグレーディング

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、およびビデオプレビューウィンドウで、カラー値を調整し

たときの変化をモニタできます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインにカラーグレーディング設定

を調整するためのコントロールが表示されます。

5. ［ソース］ドロップダウンリストには、ソースメディアに適用されている色空間が表示されます。ソー

スの色空間を設定するには、［ロック解除］ボタン をクリックしてから、［ソース］ドロップダウンリ

ストで色空間を選択します。設定を選択すると、ビデオプレビューが更新されます。

ソース色空間は自動的に検知されるので、通常は変更する必要がありません。

n S-Log2、RAW、またはX-OCNソースの場合は［S-Gamut/S-Log2］を選択します。

n S-Log3、RAW、X-OCNソースの場合は［S-Gamut3.Cine/S-Log3］または［S-
Gamut3/S-Log3］を選択します。

6. ［作業］ボックスには、カラーグレーディング調整に使用する色空間が表示されます。必要に応じ

て設定を変更する場合は、［オプション］ ボタンをクリックして、［作業色空間］ドロップダウン

リストから［Rec.709］を選択します。

7. ソースビデオが［S-Gamut/S-Log2］、［S-Gamut3.Cine/S-Log3］、［S-Gamut3/S-Log3］、
［Rec.2020/S-Log3］、［Rec.2020/HLG］、または［Rec.2020/PQ］に設定されている場合は、

ソース設定コントロールを使用して、クリップの［露出］、［温度］、および［濃淡］を調整できます。

詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。

8. HDRクリップをRec.709( full)に変換する操作は、［ルック］のコントロールで実行できます。詳しく

は、"ルックプロファイルの適用"ページの95.
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9. 色を調整するには、［インスペクタ］ペインのカラーホイールとコントロールを使用します。詳しくは、

"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。

10. 設定を 3D LUTファイルとしてエクスポートするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある

［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定のエクスポート］を選択します。

3D LUT エクスポートは、［ソース］ドロップダウンリストが［S-Log］、［RAW］、または［X-
OCN］形式に設定されている場合にのみ使用できます。
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ハイパーガンマへのグレーディング

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、およびビデオプレビューウィンドウで、カラー値を調整し

たときの変化をモニタできます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインにカラーグレーディング設定

を調整するためのコントロールが表示されます。

5. ［ソース］ドロップダウンリストには、ソースメディアに適用されている色空間が表示されます。ソー

スの色空間を設定するには、［ロック解除］ボタン をクリックしてから、［ソース］ドロップダウンリ

ストで色空間を選択します。設定を選択すると、ビデオプレビューが更新されます。

ソース色空間は自動的に検知されるので、通常は変更する必要がありません。

n S-Log2、RAW、またはX-OCNソースの場合は［S-Gamut/S-Log2］を選択します。

n S-Log3、RAW、X-OCNソースの場合は［S-Gamut3.Cine/S-Log3］または［S-
Gamut3/S-Log3］を選択します。

6. ［作業］ボックスには、カラーグレーディング調整に使用する色空間が表示されます。必要に応じ

て設定を変更する場合は、［オプション］ ボタンをクリックして、［作業色空間］ドロップダウン

リストから［Rec.709］を選択します。

7. ［ルック］のコントロールで、変換設定として［709(800)］、［HG8009G33］、［HG8009G40］のい

ずれかを選択できます。詳しくは、"ルックプロファイルの適用"ページの95.

8. ソースビデオが［S-Gamut/S-Log2］、［S-Gamut3.Cine/S-Log3］、［S-Gamut3/S-Log3］、
［Rec.2020/S-Log3］、［Rec.2020/HLG］、または［Rec.2020/PQ］に設定されている場合は、

ソース設定コントロールを使用して、クリップの［露出］、［温度］、および［濃淡］を調整できます。

詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。
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9. 色を調整するには、［インスペクタ］ペインのカラーホイールとコントロールを使用します。詳しくは、

"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。

10. 設定を 3D LUTファイルとしてエクスポートするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある

［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定のエクスポート］を選択します。詳しくは、"

色補正の設定のエクスポート "ページの111.を参照してください。

ログ(シネマ)カラーグレーディング

ログソースのカラーグレーディングワークフローを以下に示します。

カラーグレーディングをすべてのクリップに一様に適用するには、インスペクタ の色調整コントロールを

使用します。色補正の設定をファイルに反映させるには、トランスコードして新しいファイルを生成しま

す。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、およびビデオプレビューウィンドウで、カラー値を調整し

たときの変化をモニタできます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインにカラーグレーディング設定

を調整するためのコントロールが表示されます。
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5. ［ソース］ドロップダウンリストには、ソースメディアに適用されている色空間が表示されます。ソー

スの色空間を設定するには、［ロック解除］ボタン をクリックしてから、［ソース］ドロップダウンリ

ストで色空間を選択します。設定を選択すると、ビデオプレビューが更新されます。

n S-Log2、RAW、またはX-OCNソースの場合は［S-Gamut/S-Log2］を選択します。

n S-Log3、RAW、X-OCNソースの場合は［S-Gamut3.Cine/S-Log3］または［S-
Gamut3/S-Log3］を選択します。

6. ［作業］ボックスには、カラーグレーディング調整に使用する色空間が表示されます。必要に応じ

て設定を変更する場合は、［オプション］ ボタンをクリックして、［作業色空間］ドロップダウン

リストから［ログ］を選択します。

7. ソースビデオが［S-Gamut/S-Log2］、［S-Gamut3.Cine/S-Log3］、または［S-Gamut3/S-Log3］
に設定されている場合は、［ソース設定］コントロールを使用してクリップの［露出］、［温度］、お
よび［濃淡］を調整できます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してくだ

さい。

8. 色を調整するには、［インスペクタ］ペインのカラーホイールとコントロールを使用します。詳しくは、

"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。

9. HDRクリップをRec.709( full)に変換する操作は、［ルック］のコントロールで実行できます。詳しく

は、"ルックプロファイルの適用"ページの95.

10. 設定を 3D LUTファイルとしてエクスポートするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある

［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定のエクスポート］を選択します。詳しくは、"

色補正の設定のエクスポート "ページの111.を参照してください。

アドバンスト シネマ( ACES)カラーグレーディング

ACES色空間のカラーグレーディングワークフローを以下に示します。

カラーグレーディングをすべてのクリップに一様に適用するには、インスペクタ の色調整コントロールを

使用します。色補正の設定をファイルに反映させるには、トランスコードして新しいファイルを生成しま

す。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。
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3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、およびビデオプレビューウィンドウで、カラー値を調整し

たときの変化をモニタできます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインにカラーグレーディング設定

を調整するためのコントロールが表示されます。

5. ［ソース］ドロップダウンリストには、ソースメディアに適用されている色空間が表示されます。ソー

スの色空間を設定するには、［ロック解除］ボタン をクリックしてから、［ソース］ドロップダウンリ

ストで色空間を選択します。設定を選択すると、ビデオプレビューが更新されます。

n S-Log2、RAW、またはX-OCNソースの場合は［S-Gamut/S-Log2］を選択します。

n S-Log3、RAW、X-OCNソースの場合は［S-Gamut3.Cine/S-Log3］または［S-
Gamut3/S-Log3］を選択します。

6. ［作業］ボックスには、カラーグレーディング調整に使用する色空間が表示されます。必要に応じ

て設定を変更するには、［オプション］ ボタンをクリックし、［作業色空間］ドロップダウンリスト

から［ACES］を選択します。

7. ソースビデオが［S-Gamut/S-Log2］、［S-Gamut3.Cine/S-Log3］、または［S-Gamut3/S-Log3］
に設定されている場合は、［ソース設定］コントロールを使用してクリップの［露出］、［温度］、お
よび［濃淡］を調整できます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してくだ

さい。

8. 色を調整するには、［インスペクタ］ペインのカラーホイールとコントロールを使用します。詳しくは、

"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。

9. 設定を 3D LUTファイルとしてエクスポートするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある

［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定のエクスポート］を選択します。

出力はRec.709 (full)になります。

詳しくは、"色補正の設定のエクスポート "ページの111.

ハイダイナミックレンジ( HDR)カラーグレーディング

配信向けにRec.2020/S-Log3色空間のカラーグレーディングを調整してから、ハイダイナミックレンジ

( Rec.2020/S-Log3、Rec.2020/HLG、またはRec.2020/PQ)または標準のダイナミックレンジ

( Rec.2020またはRec.709)色空間に変換するためのワークフローを以下に示します。
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カラーグレーディングをすべてのクリップに一様に適用するには、インスペクタ の色調整コントロールを

使用します。色補正の設定をファイルに反映させるには、トランスコードして新しいファイルを生成しま

す。詳しくは、"クリップの保存と共有"ページの118.を参照してください。
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1. HDRカラーグレーディング用にCatalyst Browseのオプションを以下のように調整します。

a. [オプション]ボタン をクリックします。

b. ［作業色空間］ドロップダウンリストから、Rec.2020/S-Log3 (HDR)を選択します。

［作業色空間］ドロップダウンリストで［Rec.2020/S-Log3］を選択すると、［SDR gain］ス
イッチによる、次のような、標準ダイナミックレンジコンテンツとハイダイナミックレンジコンテ

ンツの変換が可能になります。

SDR ゲイン

スイッチを有効にすると、[Gain]スライダをドラッグして、SDRコンテンツを読み込む場合、

SDR形式にエクスポートする場合、またはSDRディスプレイで表示する場合に適用され

るゲインを選択することができます。

たとえば、スライダを -6.0 dBに設定すると、SDRコンテンツを読み込む場合に+6.0 dB

( 2.0x)のリニアゲインが適用され、SDR形式にエクスポートする場合またはSDRディス

プレイで表示する場合に -6.0 dB( 0.5x)のリニアゲインが適用されます。

c. ［プレビューの色空間］ドロップダウンリストから、Catalyst Browseビデオプレビューウィンド

ウの色空間を選択します。

ほとんどの場合は、コンピュータモニタの［Rec.709］を選択します。または、スコープを使

用してビデオをチェックするには、他の設定を選択することができます。詳しくは、"色調整

用のクリップ/クリップリストのロードと、波形、ヒストグラム、およびベクトルスコープモニタの

構成"ページの85.を参照してください。

d. ［外部モニタの色空間］ドロップダウンリストから、外部モニタのEOTF( Electro-Optical

Transfer Function)設定に一致する設定を選択します。
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AIR Matching( Artistic Intent Rendering)またはバイパスOOTF設定を使用する

と、外部モニタのプレビューとレンダリングされたクリップの外観を同じにすることができ

ます。

S-Log3( Live HDR) EOTFを使用する場合にモニタで AIR Matchingを使用する

Sony BVM-X300バージョン 2.0モニタ設定：

o 色空間 : ITU-R BT.2020

o EOTF: S-Log3 (ライブHDR)

o Transfer Matrix: ITU-R BT.2020

o Catalyst Browseの［オプション］メニューで、［外部モニタの色空間］ドロップダ

ウンリストから［Rec.2020/S-Log3］を選択します。

これらの設定を使用してマスタリングされたコンテンツと、AIR Matchingによっ

てHLGまたはPQにレンダリングされたコンテンツは、HLG またはPQ モニタま

たはテレビ上で同じ外観になります。

S-Log3( HDR) EOTFを使用する場合にモニタでバイパスOOTFを使用する

Sony BVM-X300バージョン 2.0モニタ設定：

o 色空間 : ITU-R BT.2020

o EOTF: S-Log3( HDR)

o Transfer Matrix: ITU-R BT.2020

o Catalyst Browseの［オプション］メニューで、［外部モニタの色空間］ドロップダ

ウンリストから［Rec.2020/S-Log3］を選択します。

これらの設定を使用してマスタリングされたコンテンツと、バイパスOOTFに

よってHLGまたはPQにレンダリングされたコンテンツは、HLG またはPQ モニ

タまたはテレビ上で同じ外観になります。

HDR メディアを SDR 色空間に変換する

HDR メディアを標準のダイナミックレンジ色空間に変換すると、次の設定を使用し

て、Rec.2020/S-Log3グレーディングを維持することができます( HDR色空間のダイ

ナミックレンジがBT.709ガンマ曲線にクランプされます)。
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o ［オプション］メニューで、［作業色空間］を［Rec.2020/S-Log3 (HDR)］に設

定します。

o ［オプション］メニューで、［SDRゲイン］スイッチを有効にし、コントロールを調

整して、SDR形式にエクスポートする場合またはSDRディスプレイで表示す

る場合に適用されるゲインカーブを選択します。

o ［オプション］メニューで、ビデオプレビューの［プレビューの色空間］を
［Rec.709］または［Rec.2020］に設定します。

メディアを標準のダイナミックレンジ色空間に変換すると、次の設定を使用して、オリ

ジナルのHDR メディアのダイナミックレンジをさらに維持することができます。

o ［オプション］メニューで、［作業色空間］を［Rec.709］に設定します。

o インスペクタで、［変換先］色空間を［709(800)］、［HG8009G33］、または

［HG8009G40］に設定します。

e. ［外部モニタデバイス］ドロップダウンリストから、Sony BVM-X300などのRec.2020色再

現域とHDR輝度曲線をサポートするモニタに接続されているデバイスを選択します。

f. ［モニタ解像度］ドロップダウンリストから外部モニタに適切な解像度を選択します。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

3. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

4. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、およびビデオプレビューウィンドウで、カラー値を調整し

たときの変化をモニタできます。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。

5. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。［色の調整］ワークスペースでは、［インスペクタ］ペインにカラーグレーディング設定

を調整するためのコントロールが表示されます。

6. 色を調整するには、［インスペクタ］ペインのカラーホイールとコントロールを使用します。詳しくは、

"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してください。
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7. 設定を 3D LUTファイルとしてエクスポートするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある

［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定のエクスポート］を選択します。

詳しくは、"色補正の設定のエクスポート "ページの111.

色補正の設定のエクスポート

オンセット モニタリング用にカメラに色補正設定をエクスポートしたり、カラーグレーディング用にノンリニア

エディタ (NLE)に色補正設定をエクスポートしたりするには、［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある

［ツール］ボタン を使用します。

Catalyst Browseを View Only Modeで起動した場合、色補正の機能は使用できません。

カラープリセットの保存

カラープリセットには、ソース設定 (露出、温度、濃淡 )、ルックプロファイル、トーンカーブ、および

ASC-CDL設定が含まれています。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ページの85.を参照してく

ださい。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリックし

て表示します。

5. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［プリセッ

トの保存］を選択します。

6. ［プリセットの保存］ダイアログに、Catalystカラー (.ccolor) ファイルを指定するファイル名を入力し

ます。

プリセットは、デフォルトでは以下のフォルダに保存されます。

Windows：C:\Users\<ユーザー名>\Documents\Sony\Catalyst\Color\

macOS：/Users/<ユーザー名>/Documents/Sony/Catalyst/Color

7. ［OK］をクリックします。
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ASC-CDL ファイルのエクスポート

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合は、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリッ

クして表示し、必要に応じて色設定を調整します。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ペー

ジの85.を参照してください。

彩度とカラーホイール/スライダー設定は、ASC-CDL ファイルとともに保存されます。トーン曲

線の設定は保存されません。

明るさとコントラストは、ASC-CDLファイルを使用して明示的に保存されません。ASC-CDL 

ファイルをエクスポートすると、［明るさ］および［コントラスト］の設定は、その他の色補正の

値に組み込まれます。エクスポートしたASC-CDLファイルを再ロードすると、［明るさ］および

［コントラスト］は 0に設定されます。

色の設定をCatalyst BrowseおよびCatalyst Prepare と交換する場合は、［Catalyst

Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［プリセットの

保存］を選択して［明るさ］および［コントラスト］の設定を維持します。

詳しくは、"色補正の設定のエクスポート "ページの111と"色補正の適用"ページの98.を

参照してください。

5. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定

のエクスポート］を選択します。

6. ［名前を付けてエクスポート］ダイアログボックスを使用して、エクスポートするフォルダ、ファイル

名、および設定を指定します。

a. ブラウザを使用して、ファイルの保存先にするフォルダを選択します。

b. ［ファイル名］ボックスに色補正の設定を保存するパスとファイル名を入力します。

c. ［形式］ドロップダウンリストから［ASC-CDL］を選択します。

7. ［エクスポート］をクリックします。
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3D LUTのエクスポート

［オプション］の［作業色空間］の設定が［Rec.2020/S-Log3 (HDR)］である場合は、3D LUT(ルック

アップテーブル)をエクスポートすることで、SR Live メタデータの適用などを含む色設定を書き出し、

ノンリニア編集ソフトウェアやハードウェアLUTボックスに適用できます。

1. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［メディアブラウザ］ボタンをクリックしてメディアブラウザ

を表示します。

2. メディアブラウザ内のクリップをダブルクリックすると、そのクリップがロードされます。

色補正は、［表示］モードでのみ使用できます。

3. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［色の調整］ボタンをクリックします。このモードでは、

［Catalyst Browse］ウィンドウに波形 /ヒストグラム/ベクトルスコープモニタ、ビデオプレビュー、およ

びビデオの色を調整するためのカラーコントロールが表示されます。

4. ［インスペクタ］ペインが表示されていない場合は、ツールバーの［インスペクタ］ボタン をクリッ

クして表示し、必要に応じて色設定を調整します。詳しくは、"色調整コントロールの編集"ペー

ジの85.を参照してください。

5. ［Catalyst Browse］ウィンドウの下部にある［ツール］ボタン をクリックし、メニューから［色設定

のエクスポート］を選択します。
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6. ［名前を付けてエクスポート］ダイアログボックスを使用して、エクスポートするフォルダ、ファイル

名、および設定を指定します。

a. ブラウザを使用して、ファイルの保存先にするフォルダを選択します。

b. ［ファイル名］ボックスに、3D LUTを保存する際に使用するファイル名を入力します。

［オプション］の［SR Live メタデータソース］の設定が［外部ファイル］である場合、選

択したSRMファイルのベース名がデフォルト値として使用されます。詳しくは、"SR

Live for HDR設定"ページの142.

c. ［形式］ドロップダウンリストから設定を選択し、次のように、作成する 3D LUTの種類を

選択します。

o Blackmagic Design DaVinci ResolveかAdobe Premiere Pro といったNLE とと

もに使用する 3D LUT を作成する場合は、［3D LUT( NLE .cube) ］を選択しま

す。

詳しくは、"Adobe Premiere Proにおける 3D LUT の適用"ページの117または

"Blackmagic Design DaVinci Resolveにおける 3D LUT の適用"ページの116.

o ハードウェアLUT ボックスとともに使用する 3D LUT を作成する場合は、［3D LUT

( SDI/SMPTE .cube) ］を選択します。

d. 入力色空間がS-Log2かS-Log3で、［形式］が［3D LUT( NLE .cube) ］に設定されて

いる場合は、［拡張 S-Log入力範囲］チェックボックスを選択し、［種類］ドロップダウンリ

ストから拡張入力範囲を指定できます。

o Adobe Premiere Pro とともに使用する 3D LUT を作成する場合は、

［IRIDAS/Adobe］を選択します。

o DaVinci Resolve とともに使用する 3D LUT を作成する場合は、［DaVinci
Resolve］を選択します。

［拡張 S-Log入力範囲］チェックボックスは、NLEがフルレンジをリーガルレンジとし

て使用するファイル( S-Log3など)を取り扱う場合の補正に使用します。独自の入

力範囲設定をもつNLE( Resolveの新バージョンなど)においては、［拡張 S-Log

入力範囲］チェックボックスの選択は不要です。

e. LUTの入力として使用する色空間を指定する場合は、［入力色空間］ドロップダウンリ

ストから設定を選択します。
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f. LUTの出力として使用する色空間を指定するには、［色空間の出力］ドロップダウンリス

トから設定を選択します。

［出力色空間］は、［作業色空間］が［Rec.2020/S-Log3( HDR) ］に設定されてい

る場合に限り使用できます。詳しくは、"色補正の適用"ページの106.を参照してく

ださい。

g. 標準 ( 33x33x33) LUTか高精度( 65x65x65) LUTのいずれかを選択する場合は、［精
度］ドロップダウンリスト ボックスから設定を選択します。

h. LUTに露出、温度、濃淡の設定を含める場合は、［ソース設定］チェックボックスをオンに

します。

i. ［インスペクタ］の［変換先］ドロップダウンリストで選択した［ハイパーガンマ］設定を使用し

て LUTをエクスポートする場合は、［変換先設定］チェックボックスを選択します。

［変換先設定］チェックボックスは、［オプション］の［作業色空間］が［Rec.709］に設

定されており、［インスペクタ］ペインの［変換先］ドロップダウンで、［709( 800) ］か
［HG8009G33］といった［ハイパーガンマへのグレーディング］が選択されている場合に

限り使用できます。

j. LUT内のインスペクタから選択したルックプロファイルを含めるには、［ルックプロファイル］
チェックボックスをオンにします。

［ルックプロファイル］チェックボックスは、［オプション］の［作業色空間］が［Rec.709］
に設定されており、［インスペクタ］ペインの［変換先］ドロップダウンで、［ハイパーガン

マへのグレーディング］が選択されていない場合、［変換先］ドロップダウンリストの下

に表示されます。

［ルックプロファイル］チェックボックスは、［オプション］の［作業色空間］が［ログ］に設

定されている場合、［色補正］チェックボックスの下に表示されます。

k. LUT内のインスペクタからトーン曲線を含めるには、［トーン曲線］チェックボックスをオンに

します。

l. LUT内の［インスペクタ］から色補正調整曲線を含める場合は、［色補正］チェックボック

スを選択します。

7. ［エクスポート］をクリックします。LUTファイルは、手順 6aで選択したフォルダに保存されます。

色補正の適用 115



Blackmagic Design DaVinci Resolveにおける 3D LUT の適用

1. "3D LUTのエクスポート "ページの113にある手順に従い、3D LUTファイルを［3D LUT( NLE

.cube) ］形式で保存します。

2. 3D LUT ファイルを以下のフォルダに保存します。

n Windows：C:\ProgramData\Blackmagic Design\DaVinci
Resolve\Support\LUT\Sony

n macOS：/macOS/Library/Application Support/Blackmagic Design/DaVinci
Resolve/LUT/Sony

ヒント：

o LUT保存先フォルダを開くには、Resolve内でFile > Project Settingsの順に

選択し、Color ManagementタブでOpen LUT Folderボタンをクリックします。

o 3D Lookup Table Interpolationドロップダウンリストを使用して、3D LUTを

用いた補間をTrilinearかTetrahedralのいずれかに設定します。

3. 次の手順で、プロジェクトが、タイムラインにて想定出力色空間(概してRec.709)が使われるよ

う設定されているか確認します。

a. ResolveにてFile > Project Settingsの順に選択します。

b. Color Managementタブをクリックします。

c. Color scienceドロップダウンリストからDaVinci YRGBを選択します。

d. Timeline color spaceドロップダウンリストからRec.709 (Scene)といったRec.709色空間

を選択します。

e. Saveをクリックします。

4. LUT をクリップに適用するには、メディアサムネイルを右クリックしてショートカット メニューからLUT

を選択し［Sony］を選択した後、次の手順に従い、使用する 3D LUTを選択します。

ソースメディアの色空間で［リーガルレンジ］( HLG XAVCなど)を使用している場合、追加のア

クションは不要です。

ソースメディアの色空間で［フルレンジ］( S-Log3など)を使用している場合は、次の手順に従

い、メディアの範囲をストレッチしないことをResolveに指示する必要があります。メディアサムネ

イルを右クリックしてClip Attributesを選択した後に、Data LevelsをFullに変更します。
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Adobe Premiere Proにおける 3D LUT の適用

1. "3D LUTのエクスポート "ページの113にある手順に従い、3D LUTファイルを［3D LUT( NLE

.cube) ］形式で保存します。

2. シーケンスが、作業色空間として想定出力色空間(概してRec.709)が使われるよう設定され

ているか確認します。

a. Premiere ProにてSequence > Sequence Settingsの順に選択します。

b. Working Color SpaceドロップダウンリストからRec.709を選択します。

c. OKをクリックします。

3. Premiere Proのメディアウィンドウ内で該当メディアを右クリックし、ショートカット メニューから

Modifyを選択した後に、Interpret Footageを選択します。

SR Live メタデータを含んだS-Log3またはHLGのファイルを Premiere Pro 2022で扱う

際、S-Log3/HLGからRec.709への変換を行う場合は手順 3 ～ 6を省略できます。

Premiere Pro 2022で 3D LUTを使用する場合は、手順 3 ～ 6を実行し、具体的な使

用方法を Premiere Proのドキュメントで確認してください。

4. Color Managementセクションで、Input LUTセレクターを開きます。

5. 次の手順に従い、使用する 3D LUT ファイルを選択します。

n 既存の3D LUTを使用する場合は、該当 LUTをセレクターから選択します。

n 新たな 3D LUTを追加する場合は、Add LUTsを選択し、使用する保存済み 3D LUT

のフォルダまで移動します。

6. ［Color Space Override］セレクターの設定を、LUTの出力色空間(概してRec.709)と整合さ

せます。
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クリップの保存と共有

Catalyst Browseでは、クリップを別の形式に変換したり、ソース形式でコピーすることもできます。

FTPデバイスの操作

FTPやFTPS経由で Catalyst Browseを使用して、リモート サーバー上でクリップを操作できます。

FTPデバイスに接続

［配置］ペインの上部にある［ツール］ボタン をクリックして、［リモートサーバーを追加］を選択し、

サーバーの接続設定を特定します。

項目 説明

サーバー

名

サーバーを識別する名前を入力します。この名前は、［配置］ペインの［リモート デバイ

ス］リストに表示されます。

プロトコ

ル

ドロップダウンリストから設定を選択して、FTPまたはFTPS( Explicitモード)接続のどち

らを介してサーバーに接続するかを示します。

アドレス

とポート

サーバーとポートのアドレスまたはホスト名を入力します。

フォルダ サーバー上の特定のフォルダに接続する場合は、その名前をここに入力します。デバイ

スのルートに接続したい場合はブランクのままにしてください

ユーザー

名

サーバーへの接続に使用するユーザー名を入力します。

パスワー

ド

指定したユーザー名のパスワードを入力します。

サーバーから切断、またはサーバーへ再接続

サーバーから切断するには、［配置］ペインで該当サーバーを選択し、 ボタンをクリックします。
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サーバーに再接続するには、［配置］ペインでサーバーを選択し、ボタンをクリックします:

サーバーの設定を編集

接続したサーバーの設定を編集するには、そのサーバーを選択して［配置］ペインの上部にある［ツー

ル］ボタンをクリックし、［リモート サーバーを編集］を選択します。

サーバーを削除

リモート サーバーを［リモート デバイス］リストから削除するには、そのサーバーを選択して［配置］ペイ

ンの上部にある［ツール］ボタンをクリックし、［リモート サーバーを削除］を選択します。

FTPデバイスのコンテンツをブラウズ

1. FTPデバイスに接続します。詳しくは、"FTPデバイスに接続"ページの118.

2. ［配置］ペインで、FTPデバイスを選択します。デバイスのコンテンツは中央のペインに表示されま

す。
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3. 中央のペインで、クリップを選択します。

n インスペクターペインを使用して、選択したクリップのメタデータを表示できます。詳しくは、

"メタデータの表示と編集"ページの63.を参照してください。

オーディオとビデオのプレビューは、FTP接続では利用できません。

n 選択したクリップを右クリックし、［名前の変更］を選択して、クリップの名前を編集します。

n 選択したクリップを右クリックし、［削除］を選択して、クリップをデバイスから削除します。

PZW-4000のSxSメディアおよびUSBストレージへのクリップリストのコピー、名前変更、削除

はサポートされません。

クリップをFTPデバイスからコンピュータへコピー

FTPサーバーのクリップ操作は、ローカルコンピューターや外部ドライブのクリップの操作同様にシンプ

ルです。FTPデバイスに接続することで、［配置］ペインの［リモートデバイス］リストに表示され、他のボ

リュームを参照するのと同じ方法で参照できます。
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1. FTPデバイスに接続します。詳しくは、"FTPデバイスに接続"ページの118.

2. ［配置］ペインで、FTPデバイスを選択します。デバイスのコンテンツが中央のペインに表示され

ます。
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3. 中央のペインで、コンピュータライブラリにコピーするクリップを選択します。

オーディオとビデオのプレビューは、FTP接続では利用できません。

4. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［コピー］ボタン をクリックします。

5. ［コピー］ペインで、ファイルのコピー先を選択します。

［ファイルのコピー先］ドロップダウンリストからフォルダを選択するか、［ブラウザ］を選択して別

のフォルダを参照します。

6. コピーペインでオプションを選択し、［コピー］ボタンをクリックしてコピーを開始します。

コピーペインの操作の詳細については、"クリップのコピー"ページの132.を参照してください。

Sony FTPデバイスへクリップをコピーする

1. クリップをコピーするFTPデバイスに接続します。ソースクリップもFTPデバイス上にある場合

は、ソースFTPデバイスにも接続します。詳しくは、"FTPデバイスに接続"ページの118.

122 第 5章



2. ［配置］ペインで、クリップのコピー元のソースデバイスを選択します。デバイスのコンテンツが中

央のペインに表示されます。
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3. 中央のペインで、コンピュータライブラリにコピーするクリップを選択します。

オーディオとビデオのプレビューは、FTP接続では利用できません。

4. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［コピー］ボタン をクリックします。

5. ［コピー］ペインで、ファイルのコピー先を選択します。

［ファイルのコピー先］ドロップダウンリストから、コピー先FTPデバイスを選択します。

6. コピーペインでオプションを選択し、［コピー］ボタンをクリックしてコピーを開始します。

コピーペインの操作の詳細については、"クリップのコピー"ページの132.を参照してください。

注：

［デバイス間高速コピーを使用］チェックボックスは、FTPを介してSonyデバイス間でコ

ピーする場合にのみ使用できます( FTPSプロトコルはサポートされていません)。

Sony FTPデバイス以外へクリップをコピーする

1. クリップをコピーするFTPデバイスに接続します。ソースクリップもFTPデバイス上にある場合

は、ソースFTPデバイスにも接続します。詳しくは、"FTPデバイスに接続"ページの118.
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2. ［配置］ペインで、クリップのコピー元のソースデバイスを選択します。デバイスのコンテンツが中

央のペインに表示されます。

ソースはSonyデバイスである必要があります。
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3. 中央のペインで、コンピュータのライブラリにコピーするクリップを選択します。

オーディオとビデオのプレビューは、FTP接続では利用できません。

4. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［コピー］ボタン をクリックします。

5. ［コピー］ペインで、ファイルのコピー先を選択します。

［ファイルのコピー先］ドロップダウンリストから、コピー先FTPデバイスを選択します。

6. コピーペインでオプションを選択し、［コピー］ボタンをクリックしてコピーを開始します。

コピーペインの操作の詳細については、"クリップのコピー"ページの132.を参照してください。

注：

［デバイス間高速コピーを使用］チェックボックスは、FTPプロトコルを使用してSonyデバ

イスからコピーする場合にのみ使用できます( FTPSプロトコルはサポートされていませ

ん)。

クリップのトランスコード

クリップをトランスコードすると、クリップを別の形式に変換できます。エクスポート処理を行っても、元のク

リップ自体は影響を受けません(上書き、削除、変更されません)。
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1. ［メディアブラウザ］または［編集］モードでエクスポートするクリップを選択します。

左側のペインでは、フォルダ間を移動できます。中央のペインには、選択しているフォルダの内

容が表示されます。

n ファイルをクリックして選択します。

n 選択する範囲の最初のファイルをクリックした後、［Shift］キーを押しながら最後のファ

イルをクリックします。

n 複数のファイルを選択するには、［Ctrl］キー( Windows)または［⌘ ］キー( macOS)を

押しながらクリックします。

修飾キーを使わずに複数のファイルを選択するには、［選択］ボタン をクリック

します。

複数のファイルをトランスコードする場合、すべてのファイルが同一のVideo/Audio

フォーマットになっている必要があります。

サムネイルの はファイルサイズ制限のために複数ファイルにまたがってはいる

ものの、Catalyst Browseでは単一の仮想クリップとして表示されるクリップである

ことを示します。複数ファイルにまたがる XDCAM EXクリップは、直接トランスコー

ドできますが、AVCHDクリップを最初にコピーする必要があります。

複数ファイルにまたがる AVCHDクリップをトランスコードするには、まずそれらを新

規フォルダにコピーします。コピー完了後、 インジケーターが消え、複数のク

リップが結合されて 1つのクリップになり、トランスコードできるようになります。詳し

くは、"クリップのトランスコード"ページの126.を参照してください。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの最上部にある［エクスポート］ボタン をクリックし、［エクス

ポート］ペインを使用してエクスポートされるファイルのエクスポート先と形式を選択します。

3. ［クリップのエクスポート先］ボックスに、選択したファイルのエクスポート先フォルダのパスが表示

されます。ボックスにパスを入力するか、［参照］ボタンをクリックしてフォルダを選択できます。
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4. ファイル名を変更する場合は、［ファイル名の変更］チェックボックスをオンにします。名前を変

更すると、ソースファイルは上書きされません。

n すべてのファイル名の最初に同じテキストを付けるには、［プレフィックス］ボックスに文字

列を入力します。

n クリップに番号を付けるか、元のファイル名を使用するかを指定するには、［番号付け］
ドロップダウンリストから設定を選択します。

n すべてのファイル名の最後に同じテキストを付けるには、［サフィックス］ボックスに文字

列を入力します。

たとえば、Commercial_001_Camera1.mxfのような規則を使用してクリップに名前を

付ける場合は、［プレフィックス］ボックスに「Commercial_」と入力し、［番号付け］ド
ロップダウンリストから［3桁］を選択して、［サフィックス］ボックスに「_Camera1」と入力

します。

特定のファイル命名要件を持つエディタで使用する静止画像シーケンスをエクス

ポートする場合は、エクスポートしたファイルがエディタの要件に対応するように、

［ファイル名の変更］コントロールを使用します。

5. ［ソースメタデータ］セクションに、選択したクリップのファイル名、色空間形式、フレームサイ

ズ、およびフレームレートが表示されます。

クリップリストを選択すると、ソースメタデータは表示されません。

［インスペクタ］ペインの［ソースメタデータ］セクションにある［リセット］ボタン をクリック

すると、［色空間］をクリップのメタデータに基づいてリセットできます。。
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6. ［トランスコード設定］セクションを使用して、エクスポートされるファイルの形式を選択します。

トランスコード設定をデフォルト値に戻す必要がある場合には、［リセット］ボタン をクリッ

クします。

a. ビデオ形式にエクスポートする場合は、［色空間の出力］ドロップダウンリストから設定

を選択して、新しいファイルのレンダリングに使用する色空間を選択します。

［プレビューと同じにする］または［外部モニターと同じにする］(外部モニターが有効な

場合 )を選択して、出力色空間と色調整をビデオプレビューまたは外部モニタの設定

に合わせることができます。詳しくは、"Catalyst Browseオプションの編集"ページの

137.を参照してください。

選択された色空間に色調整が含まれている場合、色調整アイコン は白色

で表示され、色調整が含められることがツールヒントに示されます。選択された色

空間に色調整が含まれていない場合、色調整アイコン は灰色で表示さ

れ、色調整が除外されることがツールヒントに示されます。

選択した出力色空間がソース色空間に対応していない場合、現在の設定を使

用してクリップをエクスポートできないことを示す警告が表示されます。

b. ［形式］ドロップダウンリストからファイル形式を指定します。

選択した出力色空間でサポートされていない形式設定は選択できません。

DPX形式にトランスコードする場合、［フレームインデックスの開始］ボックスに値

を入力すると、トランスコードしたファイル名に数値インデックスを追加できます。

［出力色空間］が［ACES］、［Rec.2020/Linear］、［S-Gamut/Linear］、または

［S-Gamut3/Linear］に設定されている場合、［OpenEXR］はS-Gamut、RAW、

またはX-OCNソースにのみ使用できます。

ProResはmacOSでのみ使用できます。

c. ［フレームサイズ］ドロップダウンリストから設定を選択して、レンダリングされるフレーム

の大きさを選択するか、または［ソースと同じにする］を選択して、選択されたクリップと

一致させます。

d. ［フレームレート］ドロップダウンリストから設定を選択して、レンダリングされるクリップの

1秒あたりのフレーム数を選択するか、または［ソースと同じにする］を選択して、選択

されたクリップと一致させます。
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e. ［レンダリングのプリセット］ドロップダウンリストから、プリセットを選択します。

選択した各クリップに最適なプリセットをCatalyst Browseで選択する場合は、

［最適な一致］プリセットを選択します。

選択した出力色空間と形式でサポートされていないレンダリングのプリセット設定

は選択できません。

f. 1つのボディパーティションから、セグメント化した複数のボディパーティションを含むファ

イルを作成する場合は、［Sony Professional Discのパーティションを作成］または［セ
グメント化したボディパーティションの作成］チェックボックスをオンにします。チェックボッ

クスをオフにした場合、ボディパーティションは変更されません。

［Sony Professional Discのパーティションを作成］チェックボックスは、［形式］ド
ロップダウンリストで［XDCAM］を選択している場合にのみ使用できます。［セグメ

ント化したボディパーティションの作成］チェックボックスは、［形式］ドロップダウン

リストで［XAVC Intra］または［XAVC Long］を選択している場合にのみ使用でき

ます。

セグメント化したボディパーティションで作成されたファイルは、一部のSony製の

カムコーダ、デッキ、またはサーバーで正しく認識されない場合があります。
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7. 追加のトランスコーディング設定を調整する必要がある場合は、［詳細設定を有効にする］ス
イッチを有効にします。

a. ［クロップの種類］ドロップダウンリストからクロップ方式を選択します。

o ［なし(レターボックス/ピラーボックス) ］：ソースフレームが出力先のフレームの幅

より広い場合、黒いバーが上下に表示されます(レターボックス)。ソースフレー

ムが出力先のフレームの幅より狭い場合、黒いバーがフレームの両側に表示さ

れます(ピラーボックス)。

o センタークロップ(カット エッジ) ：ソースフレームが出力フレームと一致しない場

合、フレームは中央に配置され、必要に応じてエッジがトリミングされます。

o マスキング率を使用：［クリップ設定］メニューで選択されたマスキング率にフレー

ムをトリミングします。詳しくは、"メディアの再生"ページの60.を参照してくださ

い。

b. ［エンコード モード］ドロップダウンリストから、画質、速度のどちらを優先するか指定し

ます。

c. 回転したビデオまたはアナモフィックレンズで撮影したビデオを操作し、トランスコード時

に［水平方向にフリップ］、［垂直方向にフリップ］、［回転］および［アナモフィックデスク

イーズ］の設定を維持する場合は、［フリップ、回転、およびデスクイーズ設定を使用す

る］チェックボックスをオンにします。チェックボックスをオフにすると、レターボックスが適用

されます。

詳しくは、"メディアの再生"ページの60.を参照してください。

d. トランスコード時に、フラッシュバンドを自動的に検出して補正する場合は、［フラッ

シュバンドを自動的に補正］チェックボックスをオンにします。

詳しくは、"フラッシュバンドの補正"ページの81.を参照してください。

e. マークインポイントとマークアウト ポイント間のみをトランスコードする場合は、［マーク

イン/アウト ポイントを使用］チェックボックスをオンにします。詳しくは、"再生のインポイ

ントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.を参照してください。

f. マークイン/マークアウト ポイントの前後にのりしろをつける場合は、［パディングをクリッ

プに追加］チェックボックスを選択し、［秒］ボックスに数値を入力します。

8. ［エクスポート］をクリックします。

進行状況は［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にあるアクティビティペインに表示されます。

手順 2で複数のファイルを選択した場合は、各エクスポート ジョブに複数のファイルを含める

ことができます。複数のエクスポート ジョブがキューに含まれている場合は、ジョブごとの進行

状況が表示されます。

クリップの保存と共有 131



クリップのコピー

メディアをコピーすると、クリップをカメラやデッキからコンピュータ、別のカメラやデッキ、または一元管理さ

れたストレージデバイスにインポートできます。

［配置］ペインでドライブまたはデバイス上のフォルダにクリップをドラッグして( トランスコーディング、色

補正、または名前の変更を行わずに)クリップ全体をコピーすることができます。

1. ［メディアブラウザ］または［編集］モードでコピーするクリップを選択します。

左側のペインでコンピュータ上のフォルダをナビゲートすることができます。中央のペインには、

選択しているフォルダの内容が表示されます

n ファイルをクリックして選択します。

n 選択する範囲の最初のファイルをクリックした後、［Shift］キーを押しながら最後のファ

イルをクリックします。

n 複数のファイルを選択するには、［Ctrl］キー( Windows)または［⌘ ］キー( macOS)を

押しながらクリックします。

修飾キーを使わずに複数のファイルを選択するには、［選択］ボタン をクリック

します。

サムネイルの はファイルサイズ制限のために複数ファイルにまたがってはいる

ものの、Catalyst Browseでは単一の仮想クリップとして表示されるクリップである

ことを示します。複数ファイルにまたがる AVCHD クリップのコピー後、 インジ

ケーターが消え、複数のクリップが結合されて 1つのクリップになり、トランスコード

できるようになります。詳しくは、"クリップのトランスコード"ページの126.を参照し

てください。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［コピー］ボタン をクリックします。
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3. ［コピー］ペインを使用して、ファイルの実行先を選択します。

a. ［ファイルのコピー先］ボックスに、選択したファイルのコピー先フォルダのパスが表示され

ます。ボックスにパスを入力するか、ドロップダウンリストから［ブラウズ］を選択して、フォ

ルダを選択することができます。

コピー先のフォルダとコピー元のフォルダを切り替えるには、［フォルダへ移動］

をクリックします。メディアブラウザには［ファイルのコピー先］が示すフォルダパスが

表示され、メディアブラウザで表示していたフォルダパスは［ファイルのコピー先］
ボックスに設定されます。

AVCHD フォルダ構造へのコピーはサポートされていません。

b. 選択したクリップ( メタデータ、プロキシクリップおよびその他のファイル)に関連付けられ

ているすべてのメディアをコピーする場合は、［関連するすべてのメディアをコピー］ラジオ

ボタンを選択します。

出力先ボリュームがソニーデバイスの場合、［関連するメディアをすべてコピーす

る］オプションのみ使用可能です。

すべてのファイルをボリュームからコピーしなければならない場合は、Catalyst

Prepareにおける［ソースのバックアップ］コマンドを使用できます。詳しくは、

Catalyst Prepare で「ボリュームのバックアップ」を参照してください。

FTPデバイスの使用について詳しくは、"FTPデバイスの操作"ページの118.を参

照してください。

c. プロキシ解像度クリップと、選択したクリップ( メタデータ、プロキシクリップおよびその他

のファイル)に関連付けられているすべてのメディアのみコピーする場合は、［プロキシの

みをコピー］ラジオボタンを選択します。

プロキシファイルのメタデータを編集した場合、フル解像度クリップのメタデータは

デバイスにプロキシクリップをコピーしたときに更新されます。詳しくは、"メタデータ

の表示と編集"ページの63.を参照してください。
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d. ファイルをコピーするときに、インポイント /アウト ポイント間のメディアのみをコピーする場

合は、［マークポイント間のみをコピー］チェックボックスをオンにします。詳しくは、"再生

のインポイントとアウト ポイントのマーキング"ページの57.を参照してください。

MXFクリップをコピーする場合のみ、［マークポイント間のみコピー］チェックボックス

を使用できます。

［マークポイント間のみコピー］は、FTPデバイスへコピーする、またはFTPデバイ

スからコピーする場合は、使用できません。

e. 1つのボディパーティションから、セグメント化した複数のボディパーティションを含むファ

イルを作成する場合は、［Sony Professional Discのパーティションを作成］または［セ
グメント化したボディパーティションの作成］チェックボックスをオンにします。チェックボッ

クスをオフにした場合、ボディパーティションは変更されません。

FTPコピー中は、［Sony Professional Discパーティションを作成］および

［Segmented Body Partitionsの作成］チェックボックスを使用できません。

セグメント化したボディパーティションで作成されたファイルは、一部のSony製の

カムコーダ、デッキ、またはサーバーで正しく認識されない場合があります。

f. FTPを介してSonyデバイス間でクリップを直接コピーしたい場合は、［デバイスからデバ

イスへの高速コピーを使用］チェックボックスを選択します( FTPプロトコルはサポートさ

れていません)。

このチェックボックスをオンにすると、クリップはコンピュータにコピーされずに、デバイス間

で直接コピーされます。

高速デバイス間コピーを実行中は、デバイスにアクセスできません。

o コピーの進行状況は表示されません。

o デバイス間コピー操作はキャンセルできません。

g. FTP デバイスにコピーするときにクリップのUMID (Unique Material Identifier)を維持す

る場合は、［ソースUMIDを維持する］チェックボックスをオンにします。チェックボックス

をオフにすると、デバイスにコピーするときにクリップのUMIDが変更されることがありま

す。

［ソースUMIDを維持する］チェックボックスは、ローカルドライブからSony FTP デ

バイスにコピーする場合は使用できません。
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4. ［コピー］をクリックします。

進行状況は［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にあるアクティビティペインに表示されます。

手順 2で複数のファイルを選択した場合は、各コピージョブに複数のファイルを含めることが

できます。複数のジョブがキューに含まれている場合は、ジョブごとの進行状況が表示されま

す。

Ciワークスペースへのファイルのアップロード

1. ［メディアブラウザ］または［編集］モードでアップロードするファイルを選択します。

2. ［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にある［共有］ボタン をクリックします。

3. ［クリップを次の場所にアップロード］ドロップダウンリストから［Ciワークスペース］を選択します。

4. ［共有］ペインを使用してCiアカウントにログインし、画面の指示に従って、選択したファイルをCi

ワークスペースにアップロードします。

［ログイン方法］ドロップダウンリストから設定を選択して、ユーザー名 /電子メールまたはコントリ

ビュータコードのどちらでログインするかを選択します。

アカウントに使用可能なワークスペースが複数ある場合は、［ワークスペース］ドロップダウン

を使用して、デフォルトで使用されるワークスペースを選択します。

5. ソースクリップをアップロードする場合は、［元のクリップをアップロード］ラジオボタンを選択しま

す。または、クリップをアップロードする前に別の形式に変換する場合は、［アップロード前にクリッ

プをトランスコードする］を選択し、トランスコード設定を選択します。

n 元のクリップをアップロードする場合は、元の形式が保持されますが、色調整は適用され

ません。

n アップロード前にトランスコードする場合は、以下のようにして、アップロードするファイルの

ファイル形式と色調整の設定を選択できます。コントロールについて詳しくは、"クリップの

トランスコード"ページの126を参照してください。

6. ［アップロード］をクリックします。

進行状況は［Catalyst Browse］ウィンドウの上部にあるアクティビティペインに表示されます。複

数のアップロード ジョブがキューに含まれている場合は、ジョブごとの進行状況が表示されます。
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Catalyst Browseオプションの編集

アプリケーションオプションを編集するには、［オプション］ボタン をクリックします。

すべてのCatalyst Browseのオプションをデフォルト値にリセットする場合は、アプリケーションの起動

時に［Ctrl］キーを押しながら［Shift］キーを押します。

アプリケーション設定

ビデオ処理デバイスの選択

GPUで高速化されたビデオ再生およびトランスコーディングを有効またはバイパスするには、［ビデオ

処理デバイス］ドロップダウンリストで設定を選択します。

GPU アクセラレーションを無効にする場合には［CPU］を、有効にする場合はいずれかのGPU デバ

イスを設定します。

最適な GPUデバイスが自動的に選択されます。この値の変更は上級ユーザー向けで、技術

的な問題のトラブルシューティングに役立つ場合があります。

Intelクイックシンクビデオ( QSV)テクノロジ内蔵のCPUが搭載されたコンピュータを使用する

と、H.264/AVC/MPEG-4ビデオファイルのデコードにおいて処理性能が向上します。

OpenCL/OpenGL 相互運用の有効化

OpenCL/OpenGL相互運用を有効化すると、OpenCLとOpenGLが、レンダリングされるフレームを

共有可能になるため再生パフォーマンスが向上しますが、ハードウェアやドライバによっては再生が不

安定になる場合があります。

n OpenCLとOpenGLの相互運用を有効化するには［パフォーマンス］を選択します。大半の

状況では再生パフォーマンスが最適化されるため、この設定の使用をお勧めします。

n レンダリングされるフレームに劣化か乱れがみられる場合は、［互換性］を選択して相互運用

をオフにします。

［OpenCL/OpenGLの相互運用性］設定の変更後には、再起動してCatalyst Browse

変更内容を有効化してください。
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セカンダリウィンドウを有効にする

画面上またはセカンダリモニタ上の任意の場所に配置できるセカンダリウィンドウにビデオプレビュー

を表示する場合は、［セカンダリプレビューウィンドウ］スイッチを有効にします。

プロキシクリップ再生を有効にする

プロキシクリップを使用して再生する場合(使用可能な場合)、［プロキシクリップを使用してプレ

ビュー］スイッチを有効にします。

CPUの処理能力が低いシステムで作業する場合は、プロキシファイルを作成することによってメディ

アのプレビューがより効率的になります。

ビデオプロキシファイルは再生のみに使用されます。

50p/60pソースのハーフステップTCを有効にする

50p/60p Clip再生時にハーフステップモードでタイムコードを表示させる場合、［50p/60pハーフス

テップTC表示］スイッチを有効にします。セカンド フィールド時にタイムコード右端にアスタリスクが表

示されます。

フィールド 1：01:00:17:17

フィールド 2：01:00:17:17*

サムネイルフレームの表示または非表示

メディアブラウザにサムネイル画像を表示する場合は、［サムネイルの表示］スイッチをオンにします。

スイッチをオフにすると、一部の低速ストレージデバイスのパフォーマンスが向上する可能性がありま

す。

サムネイルフレームを自動的に回転

［自動的にサムネイルを回転］スイッチを有効にし、サムネイル画像をメディアブラウザモードで調整

します。

詳しくは、"クリップの操作"ページの82.

スナップショット設定の選択

［スナップショットの保存先］ボックスに、現在のフレームのスナップショットを保存すると、ファイルの保

存先フォルダのパスが表示されます。ボックスにパスを入力するか、［参照］ボタンをクリックしてフォルダ

を選択できます。
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スナップショットに使用されるファイル形式を選択するには、［スナップショット画像形式］ドロップダウン

リストから設定を選択します。

詳しくは、"フレームのスナップショットの作成"ページの58.を参照してください。

色管理設定

作業色空間

カラーグレーディングに使用する色空間を選択するには、［作業色空間］ドロップダウンリストから設

定を選択します。

詳しくは、"色補正の適用"ページの85.を参照してください。

［作業色空間］ドロップダウンリストで［Rec.2020/S-Log3］を選択すると、［SDRゲイン］スイッチによ

る、標準ダイナミックレンジコンテンツとハイダイナミックレンジコンテンツの変換が可能になります。詳

しくは、"SR Live for HDR設定"ページの142.

ビデオプレビュー色空間

［プレビューの色空間］ドロップダウンリストからCatalyst Browseビデオプレビューウィンドウの色

空間を選択します。

ほとんどの場合は、コンピュータモニタの［Rec.709］を選択します。または、スコープを使用してビ

デオをチェックするには、他の設定を選択することができます。詳しくは、"色調整用のクリップ/クリッ

プリストのロードと、波形、ヒストグラム、およびベクトルスコープモニタの構成"ページの85.を参照

してください。

詳しくは、"色補正の適用"ページの85.を参照してください。

外部モニタ色空間

外部モニタのEOTF( Electro-Optical Transfer Function)設定に一致する色空間を選択するに

は、［外部モニタの色空間］ドロップダウンリストから設定を選択します。

Sony BVM-X300バージョン 2.0を使用する場合は、次のモニタ設定を使用してください。

の外部モニタの色空間Catalyst

Browse

色空間 EOTF Transfer

Matrix

Rec.709 ITU-R

BT.709

( 2.4など) ITU-R

BT.709

Rec.2020 ITU-R ( 2.4など) ITU-R
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の外部モニタの色空間Catalyst

Browse

色空間 EOTF Transfer

Matrix

BT.2020 BT.2020

Rec.2020/S-Log-3 ITU-R

BT.2020

S-Log3(Live HDR)またはS-

Log3(HDR)

ITU-R

BT.2020

Rec.2020/HLG、

Rec.2020/HLG AIR Matching、ま

たは

Rec.2020/HLG(バイパスOOTF)

ITU-R

BT.2020

HLG SG Variable(HDR)、

HLG System Gamma 1.2

ITU-R

BT.2020

Rec.2020/PQ、

Rec.2020/PQ AIR Matching、ま

たは

Rec.2020/PQ(バイパスOOTF)

ITU-R

BT.2020

SMPTE ST 2084(HDR) ITU-R

BT.2020
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［Rec.2020/S-Log3( HDR) ］を［作業色空間］ドロップダウンリストから選択すると、

AIR Matching( Artistic Intent Rendering)設定かバイパスOOTF設定を使用して、外部モ

ニタのプレビューとレンダリングされたクリップの見た目を同じにできます。

S-Log3( Live HDR) EOTFを使用する場合にモニタで AIR Matchingを使用する

Sony BVM-X300バージョン 2.0モニタ設定：

n 色空間 : ITU-R BT.2020

n EOTF: S-Log3 (ライブHDR)

n Transfer Matrix: ITU-R BT.2020

n Catalyst Browseの［オプション］メニューで、［外部モニタの色空間］ドロップダウンリ

ストから［Rec.2020/S-Log3］を選択します。

これらの設定を使用してマスタリングされたコンテンツと、AIR MatchingによってHLG

またはPQにレンダリングされたコンテンツは、HLG またはPQ モニタまたはテレビ上で

同じ外観になります。

S-Log3( HDR) EOTFを使用する場合にモニタでバイパスOOTFを使用する

Sony BVM-X300バージョン 2.0モニタ設定：

n 色空間 : ITU-R BT.2020

n EOTF: S-Log3( HDR)

n Transfer Matrix: ITU-R BT.2020

n Catalyst Browseの［オプション］メニューで、［外部モニタの色空間］ドロップダウンリ

ストから［Rec.2020/S-Log3］を選択します。

これらの設定を使用してマスタリングされたコンテンツと、バイパスOOTFによってHLG

またはPQにレンダリングされたコンテンツは、HLG またはPQ モニタまたはテレビ上で

同じ外観になります。

HDR メディアを SDR 色空間に変換する

HDR メディアを標準のダイナミックレンジ色空間に変換すると、次の設定を使用して、

Rec.2020/S-Log3グレーディングを維持することができます( HDR色空間のダイナミックレン

ジがBT.709ガンマ曲線にクランプされます)。

n ［オプション］メニューで、［作業色空間］を［Rec.2020/S-Log3 (HDR)］に設定しま

す。
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n ［オプション］メニューで、［SDR gain］スイッチを有効にし、［Gain］スライダを調整し

て、SDR形式にエクスポートする場合またはSDR ディスプレイで表示する場合に適

用されるゲインを選択します。

n ［オプション］メニューで、［プレビューの色空間］を［Rec.709］または［Rec.2020］に設

定します。

メディアを標準のダイナミックレンジ色空間に変換すると、次の設定を使用して、オリジナル

のHDR メディアのダイナミックレンジをさらに維持することができます。

n ［オプション］メニューで、［作業色空間］を［Rec.709］に設定します。

n インスペクタで、［変換先］色空間を［709(800)］、［HG8009G33］、または

［HG8009G40］に設定します。

詳しくは、"色補正の適用"ページの106.

SR Live for HDR設定

［作業色空間］ドロップダウンリストで［Rec.2020/S-Log3］を選択すると、［SDR gain］スイッチによ

る、次のような、標準ダイナミックレンジコンテンツとハイダイナミックレンジコンテンツの変換が可能に

なります。

SDR ゲイン

スイッチを有効にすると、[Gain]スライダをドラッグして、SDRコンテンツを読み込む場合、SDR形式

にエクスポートする場合、またはSDRディスプレイで表示する場合に適用されるゲインを選択するこ

とができます。

たとえば、スライダを -6.0 dBに設定すると、SDRコンテンツを読み込む場合に+6.0 dB( 2.0x)のリニ

アゲインが適用され、SDR形式にエクスポートする場合またはSDRディスプレイで表示する場合に

-6.0 dB( 0.5x)のリニアゲインが適用されます。

外部ビデオモニタデバイスと解像度の選択

Blackmagic Designデバイス経由の外部モニタでビデオのプレビューを表示するには、［外部モニタデ

バイス］ドロップダウンリストから設定を選択します。

n DeckLink 4K Extreme 12G、4K Pro、4K Extreme、Studio 4K、SDI 4K、HD Extreme、

Extreme 3D、およびMini Monitor。

n Intensity Shuttle、Pro 4K、およびPro。

n UltraStudio 4K Extreme、4K、Pro、SDI、Express、およびMini Monitor。
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モニタのディスプレイ解像度を選択するには、［モニタ解像度］ドロップダウンリストから設定を選択し

ます。
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キーボード ショートカット

ショートカット キーを使用すると、Catalyst Browseソフトウェアでの作業を簡素化できます。使用可能

なショートカット キーは、機能ごとに表に記載されています。

グローバルショートカット

以下のキーボード ショートカットは、［ビデオ］ペインまたは［メディアブラウザ］ペインにフォーカスがある場

合に有効です。

コマンド Windowsの

ショートカット

macOSの

ショートカット

全画面プレビュー/全画面再生の開始 F11またはCtrl+F ⌘ -Fまたは

Control-⌘ -F

全画面プレビュー/全画面再生の終了 Esc、F11、または

Ctrl+F

Esc、⌘ -F、また

はControl-⌘ -F

［メディアブラウザ］/［表示］ワークスペースの切り替え Alt+W Option-W

インスペクタペインの表示 /非表示 Alt+1 Option-1

コピーペインの表示 /非表示 Alt+2 Option-2

エクポート ペインの表示 /非表示 Alt+3 Option-3

共有ペインの表示 /非表示 Alt+4 Option-4

セカンダリウィンドウの表示 /非表示 Alt+V Option-V

アプリケーションヘルプを開く F1 Fn-F1( ［Use all
F1, F2, etc. keys

as standard

function keys］設
定が選択されてい

る場合は F1)
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メディアブラウザ

以下のキーボード ショートカットは、［メディアブラウザ］ペインにフォーカスがある場合に有効です。

コマンド Windowsの

ショートカット

macOSの

ショートカット

ファイル/フォルダ内の移動 ↑、↓、←、または

→

↑、↓、←、または

→

ツリービューでフォルダを開く/閉じる ←／→ ←／→

すべてのファイルを選択 Ctrl+A ⌘ -A

すべてのファイルを選択解除 Ctrl+D ⌘ -D

選択したファイルを削除する Delete Deleteまたは

fn+Delete

ファイルのロードと再生の開始 /一時停止 スペースキー スペースキー

［ビデオ］ペインにファイルをロード

選択されているフォルダを開く

Enterまたは

Ctrl+↓

Returnまたは

⌘ +↓

1レベル上へ移動 Backspace ⌘ -↑

リストの最初 /最後に移動 Home

End

Home

End

選択を上 /下に1ページ移動 Page Up

Page Down

Page Up

Page Down

編集

以下のキーボード ショートカットは、［表示］ペインにフォーカスがある場合に有効です。

コマンド Windowsの

ショートカット

macOSの

ショートカット

ログ記録 /クリップリスト /クリップ/色の調整の切り替え `

~

`

~

現在のフレームのスナップショットをファイルに保存します。 Shift+S Shift-S

マークインおよびマークアウト ポイントをクリップの最初と最

後にリセットします。

Shift+R Shift-R

［色の調整］モードで、前 /後 /分割 /2アップビデオプレビュー 1/2/3/4 1/2/3/4
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コマンド Windowsの

ショートカット

macOSの

ショートカット

を切り替えます。

［表示］モードでのメディアブラウザの表示 /非表示 Ctrl+B ⌘ -B
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再生とプレビュー

以下のキーボード ショートカットは、［ビデオ］ペインにフォーカスがある場合に有効です。

コマンド Windowsの

ショートカット

macOSの

ショートカット

先頭に移動 Ctrl+Home

Ctrl+ ↑

⌘ -Home

⌘ -↑

Fn- ←

終端に移動 Ctrl+End

Ctrl+ ↓

End

⌘ -End

⌘ -↓

Fn- →

前のフレームに移動 ← ←

次のフレームに移動 → →

前のクリップに移動 [ [

次のクリップに移動 ] ]

再生の開始 /一時停止 スペースキー スペースキー

シャトル再生 J/K/L

1x再生は［J］キーまたは［L］キーを 1

回押します。

1.5x再生は［J］キーまたは［L］キーを 2

回押します。

2 x再生は［J］キーまたは［L］キーを 3

回押します。

4x再生は［J］キーまたは［L］キーを 4

回押します。

再生を一時停止するには［K］キーを

押します。

［K］キーを押しながら［J］キーまたは

［L］キーを押すと、シャトルノブモードを

エミュレートできます。［K］キーを押しな

がら［J］キーを押すとノブが左に回り、
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コマンド Windowsの

ショートカット

macOSの

ショートカット

［K］キーを押しながら［L］キーを押すと

ノブが右に回ります。

ループ再生の切り替え Q

Ctrl+L

Q

⌘ -L

マークインポイントの設定 I I

マークアウト ポイントの設定 O O

ショット マークの追加 (サポートされているファイルの種類に) E E

マークインポイントに移動 Shift+I

ホーム

Shift-I

ホーム

マークアウト ポイントに移動 Shift+O

End

Shift-O

End

現在のフレームのスナップショットをファイルに保存します。 Shift+S Shift-S

マークイン/アウト ポイントをリセット Shift+R Shift-R

前のマーカーに移動(マークイン/アウトを含む) Ctrl+ ← ⌘ -←

次のマーカーに移動(マークイン/アウトを含む) Ctrl+ → ⌘ -→

現在のフレームをクリップボードにコピー Ctrl+C ⌘ -C

全画面再生の開始 F11

Ctrl+F

⌘ -F

Control-⌘ -F

セカンダリウィンドウの表示 /非表示 Alt+V Option-V

ウィンドウに合わせてズーム Ctrl+0 ⌘ -0

100%にズーム Ctrl+1 ⌘ -1

ズームイン Ctrl++ ⌘ -+ 

ズームアウト Ctrl+- ⌘ --

［表示］モードでのメディアブラウザの表示 /非表示 Ctrl+B ⌘ -B
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ジェスチャ

［メディアブラウザ］ペイン

ジェスチャ 結果

タップ ファイルを選択してロードします。

ダブルタップ ［ビデオ］ペインでファイルを開きます。

1本指ドラッグ(タッチスクリーン)

2本指ドラッグ( トラックパッド)

リストを垂直方向にスクロールします。

1本指フリック(タッチスクリーン)

2本指フリック( トラックパッド)

リストを慣性スクロールします。

［ビデオ］ペイン

ジェスチャ 結果

ダブルタップ ［100%］と［合わせる］の間でズームレベルを切り替えます。

1本指ドラッグ(タッチスクリーン)

2本指ドラッグ( トラックパッド)

画像をパンします。

1本指フリック(タッチスクリーン)

2本指フリック( トラックパッド)

画像を慣性パンします。

ピンチ 画像をズームインおよびズームアウトします。
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キーワード

.

.ccolorファイル 98, 111

.cubeファイル 96

.smiファイル 66

1

1D LUTエクスポート 111

3

3D LUTエクスポート 111

5

50pハーフステップTC 138

6

60pハーフステップTC 138

A

AIR Matching 109, 141
ASC-CDLエクスポート 111
ASC-CDLファイル 97, 100
AVCHD リレークリップ 72

B

BVM-X300 110

C

Ciへのアップロード 23
Ciワークスペース 135
Ciワークスペースでファイルを共有 135
Ciワークスペースへのアップロード 135

CinemaScopeオーバーレイ 61
CinemaScopeオーバーレイの表示 61
CSVのエクスポート 70

E

EDL
インポート 69
クリップのリンク 70
クリップのリンク解除 70
クリップの置換 70

EDLのインポート 69
EDL内のクリップのリンク 70
EDL内のクリップのリンク解除 70

F

FTP 19, 118
FTPコピー 134
FTPサーバー設定 119
FTPデバイス

SxSメディア 120
USBストレージ 120
ブラウジング 119
再接続 118
削除 119
切断 118
接続 118

FTPにコピー 134
FTPを介したクリップの転送 118
FTPを再接続 118
FTPを切断 118

G

GPS情報 63
GPUアクセラレーション 137
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H

HDR色空間からSDR色空間への変換 141

J

JKLシャトル 56

L

LTC 57, 63
LUTインポート 95
LUTエクスポート 111
LUTのインポート 95

O

OpenCL/OpenGL相互運用 137

P

PD-EDLクリップリスト 66, 69
PDFのエクスポート 70
Professional Discのフォーマット 23
PZW-4000 120

R

Rec.2020 139
Rec.709 139

S

SDR色空間へのHDRの変換 109
Sony BVM-X300 110
SxSのフォーマット 23
SxSメディア 120

T

Tangent Element 100

U

UMID (Unique Material Identifier) 134

V

VTRスタイルの再生 52

X

XDCAM EDL 66
XDCAM Professional Discのフォーマット 23

あ

アップロード前にクリップをトランスコードする

135
アドレスとポート ( FTP) 118
アナモフィックストレッチ 61
アナモフィック設定の使用 131
アナモフィック設定を使用 61

え

エクスプローラで表示 23
エッセンスマーク 58, 63
エッセンスマークの編集 65

お

オーディオメーター 60
オプション 137
オプションのリセット 137
お気に入りに追加 19
お気に入りフォルダ 19

か

カタログのエクスポート 70
カラースライダー 97
カラープリセット 98, 111
カラーホイール 90
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カラー曲線 97

き

キーボード ショートカット 145

く

クリップ

回転 138
クリップリスト 66
クリップリストの作成 67
クリップリストを開く 67
クリップのエクスポート 118
クリップのトランスコード 126
クリップのフィルタリング 21
クリップの回転 61
クリップの検索 21
クリップの削除 68
クリップの手ブレ補正 73
クリップの順序決定 67
クリップの追加 68
クリップの並べ替え 67
クリップ回転 61, 138
クリップ回転、クリップの回転、回転したクリップ

82
クリップ設定 60
クリップ名の変更 22
グレーディング色空間 92, 139
グレード イン 139
クロップ比 78

け

ケルビン温度 93

さ

サーバー名( FTP) 118
サフィックス 128
サポートされている形式 23, 48
サマリーメタデータの編集 64

サムネイルフレーム 138
サムネイルを自動的に回転 138
サムネイル表示 20

し

シーケンス再生 52
ジェスチャ 151
ジャイロスコープ 73
シャトルコントロール 56
ショートカット 145
ショット マーク 65
ショット マークの削除 66
ショット マークの追加 65

す

スクラブコントロール 56
スナップショットの保存 59
スナップショットの保存先 138
スナップショットをクリップボードにコピー 59
スナップショット画像形式 139
すべてのフレームを再生 55
スライダー 93

せ

セーフエリア 61
セーフエリアの表示 61
セカンダリウィンドウ 138
セカンダリウィンドウの表示 138

そ

ソースUMIDを維持する 134
ソースメディアの置換 70
ソースのUMID 134
ソース色空間 92

た

タイプ別にフィルタ 21
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タイムコードの分断 57, 63
タイムライン上の移動 56
タッチスクリーンナビゲーション 151

ち

チャンネルのルーティング 60

て

デスクイーズ 61, 131
デバイスからデバイスへの高速コピーを使用

134
デバイスコピー 134
デバイスへのクリップのコピー 132
デフォルトのルックプロファイル 96
デフォルトのルックプロファイルにする 96
デフォルトのルックプロファイルにリセット 96

と

トーン曲線 97
トラックパッド ナビゲーション 151
トランスポート コントロール 55

は

ハーフステップTC表示 138
バイパスOOTF 109, 141
パスワード 118
パディングをクリップに追加 131

ひ

ヒストグラムモニタ 89
ビデオプレビュー 89
ビデオペイン 51
ビデオ処理デバイス 137

ふ

ファイナライズ、Professional Discボリューム 23

ファイルのコピー 22
ファイルの削除 23
ファイルの選択 22
ファイル形式 23, 48
ファイル名の変更 128
ファインダーで表示 23
フォーマット、Professional Discボリューム 23
フォーマット、SxS 23
フォルダ(FTP) 118
フラグ別にフィルタ 21
フラッシュバンド 81, 131
フラッシュバンドの補正 81, 131
ブリージング 79
ブリージングモード 80
フリップ、回転、およびデスクイーズ設定を使用

する 61
フリップ、回転、デスクイーズ設定の使用 131
フルフレームレート再生 54
フレームインデックスの開始 129
プレビューの回転(角度 ) 61
プレビューの色空間 139
プレフィックス 128
プロキシクリップのプレビュー 138
プロキシクリップのメタデータ 63, 133
プロキシプレビュー 138
プロキシメタデータ 63, 133
プロキシのみコピー 133
プロトコル、FTPプロトコル、FTPSプロトコル

118

へ

ベクトルスコープモニタ 89

ほ

ホイール 90

ま

マークアウト 58, 64
マークイン 57, 64

155 キーワード



マークイン/アウト ポイントをリセット 58
マークイン/アウト ポイントを使用 131
マークポイント間のみをコピー 134
マスキング率 61
マスクオプション 61
マスタボリューム 60
マルチカメラクリップ,同期 72
マルチカメラクリップの同期 72
マルチカメラ,オーディオの同期 72

め

メーター 60
メタデータ、ファイル情報 63
メタデータ、手ブレ補正 73
メタデータのログ作成 64
メディアブラウザペイン 17
メディアの検索 17
メディアの再生 51

も

モニタの色空間 139
モニタ解像度 143

ゆ

ユーザー名 118

り

リアルタイムで再生 55
リアルタイム再生 55
リスト表示 20
リモート サーバー 19
リモート サーバーの参照 19
リモートサーバーのブラウズ 119
リモートサーバーを削除 119
リモートサーバーを編集 119
リレークリップ,結合 72
リレークリップの結合 72

る

ループ再生 55, 58
ルックプロファイル 95-96
ルック,デフォルト 96

れ

レンズブリージング 79
レンズブリージング補正 79

ろ

ログ 57-58

漢字

温度スライダー 93
回転したクリップ 61, 138
外部モニタデバイス 142
外部モニタの色空間 139
外部モニタ解像度 143
拡大鏡 54
格子線 89
関連付けられているすべてのメディアをコピー

133
曲線 97
形式別にフィルタ 21
元のクリップをアップロード 135
高速コピー 134
合わせる 54
再生 55
最後に移動 55
最初に移動 55
最小トリミング比 77, 80
彩度スライダー 97
作業色空間 139
作成日別にフィルタ 21
次のフレーム 55
手ブレ補正 /トリミング後の解像度 77-78, 80
手ブレ補正 /トリミング後の最小解像度 77, 80
手ブレ補正モード 76
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色温度スライダー 93
色空間 92
色空間の表示(ビデオプレビュー) 139
色空間の表示(外部モニタ) 139
色補正 85
エクスポート 111
ロード 98

新しい空のクリップリスト 67
垂直方向にフリップ 61
水平方向にフリップ 61
選択範囲のクリップリスト 67
選択範囲の新規クリップリスト 67
前のフレーム 55
全画面プレビュー 54
相互運用 137
濃淡スライダー 93
波形モニタ 88
番号付け 128
表示モード 20-21
不連続なタイムコード 57, 63
分割画面プレビュー 53, 89
連続再生 52, 58
露出スライダー 93
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